
九 州 栄 養 福 祉 大 学 大 学 院
九 州 栄 養 福 祉 大 学
東 筑 紫 短 期 大 学

vol.42
令和７年度広報誌

発　行
九州栄養福祉大学　URL  https://www.knwu.ac.jp/

東 筑 紫 短 期 大 学　URL  https://www.hcc.ac.jp/

発行日　初　版　第１刷　令和7年6月19日
編　集　企画情報室

九州栄養福祉大学
食物栄養学部・こども教育学部 リハビリテーション学部 保育学科・食物栄養学科・専攻科

東筑紫短期大学

小倉北区キャンパス小倉北区キャンパス 小倉南区キャンパス

無料送迎バス運行（予定）

7/19（土） 10 : 00～
7/26（土） 10 : 00～
8/3（日）    10 : 00～
8/24（日） 10 : 00～

7/19（土） 10 : 00～

8/2（土）    10 : 00～

8/23（土） 10 : 00～

7/19（土） 10 : 00～

8/2（土）    10 : 00～

8/23（土） 10 : 00～

オープンキャンパス2025
参加申し込みはホームページから



vol.42

昭
和
11
年
３
月　

筑
紫
洋
裁
女
学
院
を
創
立
。

昭
和
18
年
11
月　

財
団
法
人
東
筑
紫
技
芸
女
学
校
創
立
。
理
事
長
、
校
長
に
宇
城
信
五
郎
就
任
。

昭
和
22
年
３
月　

財
団
法
人
東
筑
紫
技
芸
女
学
校
を
財
団
法
人
東
筑
紫
学
園
に
改
称
す
る
。
理
事
長
に
宇
城
カ
子
就
任
。

昭
和
22
年
３
月　

専
門
学
校
令
に
よ
る
東
筑
紫
女
子
専
門
学
校
を
設
置
し
、
校
長
に
宇
城
カ
子
就
任
。

昭
和
22
年
４
月　

学
制
改
革
に
よ
り
東
筑
紫
技
芸
女
学
校
が
東
筑
紫
女
子
中
学
校
と
な
る
。

昭
和
23
年
３
月　

東
筑
紫
高
等
学
校
を
設
置
し
、
校
長
に
宇
城
カ
子
就
任
。

昭
和
25
年
３
月　

東
筑
紫
短
期
大
学
設
立
、
被
服
科
設
置
、
学
長
に
友
枝
高
彦
就
任
。

昭
和
25
年
８
月　

理
事
長
に
宇
城
信
五
郎
就
任
。

昭
和
26
年
３
月　

財
団
法
人
東
筑
紫
学
園
を
改
め
学
校
法
人
東
筑
紫
学
園
と
す
る
。
理
事
長
に
宇
城
信
五
郎
就
任
。

昭
和
26
年
４
月　

東
筑
紫
幼
稚
園
を
設
置
。

昭
和
26
年
９
月　

東
筑
紫
短
期
大
学
開
学
に
よ
り
東
筑
紫
女
子
専
門
学
校
を
発
展
的
に
廃
止
。

昭
和
27
年
11
月　

初
代
学
長
友
枝
高
彦
辞
任
し
、
後
任
に
宇
城
信
五
郎
就
任
。

昭
和
29
年
４
月　

短
期
大
学
に
保
育
科
増
設
。

昭
和
31
年
11
月　

創
立
二
〇
周
年
記
念
式
典
挙
行
。

昭
和
33
年
３
月　

講
堂
完
成
。

昭
和
33
年
４
月　

短
期
大
学
に
栄
養
科
増
設
。

昭
和
38
年
４
月　

東
筑
紫
高
等
学
校
を
東
筑
紫
短
期
大
学
附
属
高
等
学
校
に
、

　
　
　
　
　
　
　

東
筑
紫
女
子
中
学
校
を
東
筑
紫
短
期
大
学
附
属
中
学
校
に
、

　
　
　
　
　
　
　

東
筑
紫
幼
稚
園
を
東
筑
紫
短
期
大
学
附
属
幼
稚
園
に
そ
れ
ぞ
れ
名
称
変
更
。

昭
和
38
年
５
月　

体
育
館
完
成
。

昭
和
41
年
４
月　

短
期
大
学
栄
養
科
を
食
物
栄
養
科
に
名
称
変
更
。

昭
和
41
年
４
月　

一
号
館
完
成
。

昭
和
41
年
５
月　

創
立
三
〇
周
年
記
念
式
典
挙
行
。

昭
和
44
年
４
月　

短
期
大
学
被
服
科
を
被
服
専
攻
と
服
飾
美
術
専
攻
に
専
攻
分
離
。

昭
和
46
年
４
月　

学
長
宇
城
信
五
郎
辞
任
し
、
理
事
長
専
任
と
な
る
。
学
長
に
根
津
菊
次
郎
就
任
。

昭
和
49
年
６
月　

学
長
に
宇
城
信
五
郎
就
任
。

昭
和
51
年
４
月　

創
立
四
〇
周
年
記
念
式
典
挙
行
、
鉄
筋
４
階
建
記
念
図
書
館
完
成
。

昭
和
55
年
３
月　

学
友
会
館
完
成
。

昭
和
55
年
６
月　

学
長
に
宇
城
カ
子
就
任
。

昭
和
56
年
１
月　

三
号
館
完
成
。

昭
和
56
年
５
月　

創
立
四
十
五
周
年
記
念
式
典
挙
行
。

昭
和
57
年
１
月　

学
園
創
立
者
・
理
事
長
宇
城
信
五
郎
死
去
。

昭
和
57
年
２
月　

理
事
長
に
宇
城
カ
子
就
任
。

昭
和
60
年
９
月　

宇
城
記
念
館
完
成
。

昭
和
61
年
４
月　

東
筑
紫
短
期
大
学
附
属
中
学
校
を
東
筑
紫
学
園
中
学
校
に
名
称
変
更
。

昭
和
61
年
11
月　

創
立
五
〇
周
年
記
念
式
典
挙
行
。

平
成
元
年
４
月　

短
期
大
学
被
服
科
を
生
活
文
化
学
科
に
、
保
育
科
を
保
育
学
科
に
、

　
　
　
　
　
　
　

食
物
栄
養
科
を
食
物
栄
養
学
科
に
そ
れ
ぞ
れ
名
称
変
更
。

　
　
　
　
　
　
　

東
筑
紫
学
園
中
学
校
を
照
曜
館
中
学
校
に
名
称
変
更
。

平
成
２
年
４
月　

学
長
に
宇
城
照
燿
就
任
。

平
成
３
年
11
月　

創
立
五
十
五
周
年
記
念
式
典
挙
行
。

平
成
４
年
４
月　

東
筑
紫
短
期
大
学
附
属
高
等
学
校
を
東
筑
紫
学
園
高
等
学
校
に
名
称
変
更
。

平
成
８
年
10
月　

創
立
六
〇
周
年
記
念
式
典
挙
行
。

平
成
10
年
10
月　

九
州
栄
養
福
祉
大
学
、
東
筑
紫
短
期
大
学
専
攻
科
設
置
準
備
室
発
足
。
設
置
準
備
室
長
に
室
井
廣
一
就
任
。

平
成
13
年
２
月　

二
号
館
完
成
。

平
成
13
年
２
月　

理
事
長
に
宇
城
照
燿
就
任
。
九
州
栄
養
福
祉
大
学
設
立
、
食
物
栄
養
学
部
・
食
物
栄
養
学
科
設
置
。

　
　
　
　
　
　
　

学
長
に
宇
城
照
燿
就
任
。
東
筑
紫
短
期
大
学
学
長
に
室
井
廣
一
就
任
。

平
成
14
年
４
月　

短
期
大
学
に
専
攻
科（
介
護
福
祉
専
攻
）設
置
。

平
成
15
年
12
月　

学
園
創
立
者
宇
城
カ
子
死
去
。

平
成
16
年
４
月　

九
州
栄
養
福
祉
大
学
学
長
に
室
井
廣
一
就
任
。

　
　
　
　
　
　
　

専
門
学
校
九
州
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
大
学
校
を
継
承
・
開
学
。
学
校
長
に
室
井
廣
一
就
任
。

平
成
17
年
４
月　

九
州
栄
養
福
祉
大
学
大
学
院
設
立
。（
食
物
栄
養
学
研
究
科　

食
物
栄
養
学
専
攻
修
士
課
程
）

平
成
18
年
４
月　

短
期
大
学
に
美
容
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
を
設
置
。

平
成
18
年
12
月　

創
立
七
〇
周
年
記
念
式
典
挙
行
。

平
成
19
年
４
月　

専
門
学
校
九
州
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
大
学
校
を
四
年
制
専
門
学
校
高
度
専
門
士
課
程
に
変
更
。

平
成
21
年
４
月　

九
州
栄
養
福
祉
大
学
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
設
置
準
備
室
発
足
。
設
置
準
備
室
長
に
室
井
廣
一
就
任
。

平
成
23
年
４
月　

九
州
栄
養
福
祉
大
学
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
理
学
療
法
学
科
、
作
業
療
法
学
科
を
設
置
。

平
成
24
年
４
月　

九
州
栄
養
福
祉
大
学
大
学
院
・
健
康
科
学
研
究
科
に
名
称
変
更
。

平
成
26
年
３
月　

専
門
学
校
九
州
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
大
学
校
閉
校
。

平
成
27
年
２
月　

認
定
こ
ど
も
園
東
筑
紫
短
期
大
学
附
属
幼
稚
園
設
置
準
備
室
発
足
。
設
置
準
備
室
長
に
室
井
廣
一
就
任
。

平
成
27
年
４
月　

日
本
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
発
祥
地
記
念
館
・
九
州
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
大
学
校
記
念
館
館
長
に
室
井
廣
一
就
任
。

平
成
28
年
４
月　

日
本
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
発
祥
地
記
念
館
・
九
州
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
大
学
校
記
念
館
設
立
。

平
成
29
年
３
月　

認
定
こ
ど
も
園
東
筑
紫
短
期
大
学
附
属
幼
稚
園
園
舎
完
成
。

平
成
29
年
４
月　

幼
稚
園
型
認
定
こ
ど
も
園
東
筑
紫
短
期
大
学
附
属
幼
稚
園
を
開
設
。

平
成
29
年
10
月　

学
園
創
立
80
周
年
記
念
式
典
挙
行
。

平
成
30
年
12
月　

九
州
栄
養
福
祉
大
学
・
東
筑
紫
短
期
大
学
学
生
食
堂
・
団
体
給
食
実
習
室
棟
完
成
。

平
成
31
年
３
月　

九
州
栄
養
福
祉
大
学
・
東
筑
紫
短
期
大
学
講
堂
兼
体
育
館
完
成
。

令
和
３
年
３
月　

東
筑
紫
短
期
大
学
美
容
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
廃
止
。

令
和
４
年
４
月　

学
校
法
人
東
筑
紫
学
園
理
事
長
に
室
井
廣
一
就
任
。

令
和
５
年
５
月　

九
州
栄
養
福
祉
大
学
新
学
部
・
新
学
科
設
置
準
備
室
発
足
。
設
置
準
備
室
長
に
室
井
廣
一
就
任
。

令
和
５
年
10
月　

ラ
プ
ラ
プ
・
セ
ブ
国
際
大
学（
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
）と
九
州
栄
養
福
祉
大
学
・
東
筑
紫
短
期
大
学
と
の
大
学
間
協
定
締
結
。

令
和
６
年
８
月　

九
州
栄
養
福
祉
大
学
・
東
筑
紫
短
期
大
学
研
究
棟（
旧
清
心
寮
）改
築
。

令
和
７
年
２
月　

九
州
栄
養
福
祉
大
学
小
倉
北
区
キ
ャ
ン
パ
ス
５
号
館
改
築
。

令
和
７
年
３
月　

九
州
栄
養
福
祉
大
学
・
東
筑
紫
短
期
大
学
１
号
館
改
築
。

令
和
７
年
４
月　

九
州
栄
養
福
祉
大
学
食
物
栄
養
学
部
に
食
環
境
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
を
設
置
。

　
　
　
　
　
　
　

九
州
栄
養
福
祉
大
学
に
こ
ど
も
教
育
学
部
こ
ど
も
教
育
学
科
を
設
置
。

東
筑
紫
学
園
沿
革

九
十
年
の
あ
ゆ
み

東筑紫学園　建学の精神

勇気・親和・愛・知性

Contents
学校法人 東筑紫学園
02 ─ 本学の基本的教育方法について ─
　　　　学校法人 東筑紫学園 理事長
　　　九州栄養福祉大学・東筑紫短期大学 学長　室井廣一

九州栄養福祉大学
食物栄養学部
04 杉元康志 学長補佐
 　　　　 大学院・健康科学研究科長
05 渡邉啓一 学部長
06 渡邉啓一 食環境データサイエンス学科長
07 34の企業・団体との包括連携協定
08 食物栄養学科　安倍ちか 学科長
09 食物栄養学科　卒業生の声

リハビリテーション学部
10 髙橋精一郎 学長補佐
11 石橋敏郎 学部長
12 理学療法学科　廣滋恵一 学科長
13 理学療法学科　卒業生の声
14 作業療法学科　四元孝道 学科長
15 作業療法学科　卒業生の声
16 令和６年度 食物栄養学部就職状況報告
17 令和６年度 リハビリテーション学部就職状況報告

こども教育学部
18 脇田哲郎 学部長・学科長
19 こども教育学部 学びのポイント

東筑紫短期大学
20 保育学科　寺本普見子 学科長
21 保育学科　卒業生の声
22 食物栄養学科　土谷政代 学科長
23 食物栄養学科　卒業生の声
24 専攻科　寺本普見子 科長
25 専攻科　卒業生の声
26 令和６年度 東筑紫短期大学就職状況報告

その他　案内・報告等
28 学生活動紹介（九州栄養福祉大学）
29 学生活動紹介（東筑紫短期大学）
30 国際理解研修レポート
32 サークルレポート
33 令和６年度 研究紀要
34 令和６年度 シニアカレッジ開催報告
35 日本リハビリテーション発祥地記念館 見学のご案内
 北九州市民カレッジ
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昭
和
11
年
３
月　

筑
紫
洋
裁
女
学
院
を
創
立
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昭
和
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年
11
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財
団
法
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東
筑
紫
技
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３
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４
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東
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学
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３
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筑
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東
筑
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設
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昭
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26
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月　

東
筑
紫
短
期
大
学
開
学
に
よ
り
東
筑
紫
女
子
専
門
学
校
を
発
展
的
に
廃
止
。

昭
和
27
年
11
月　

初
代
学
長
友
枝
高
彦
辞
任
し
、
後
任
に
宇
城
信
五
郎
就
任
。

昭
和
29
年
４
月　

短
期
大
学
に
保
育
科
増
設
。

昭
和
31
年
11
月　

創
立
二
〇
周
年
記
念
式
典
挙
行
。

昭
和
33
年
３
月　

講
堂
完
成
。

昭
和
33
年
４
月　

短
期
大
学
に
栄
養
科
増
設
。

昭
和
38
年
４
月　

東
筑
紫
高
等
学
校
を
東
筑
紫
短
期
大
学
附
属
高
等
学
校
に
、

　
　
　
　
　
　
　

東
筑
紫
女
子
中
学
校
を
東
筑
紫
短
期
大
学
附
属
中
学
校
に
、

　
　
　
　
　
　
　

東
筑
紫
幼
稚
園
を
東
筑
紫
短
期
大
学
附
属
幼
稚
園
に
そ
れ
ぞ
れ
名
称
変
更
。

昭
和
38
年
５
月　

体
育
館
完
成
。

昭
和
41
年
４
月　

短
期
大
学
栄
養
科
を
食
物
栄
養
科
に
名
称
変
更
。

昭
和
41
年
４
月　

一
号
館
完
成
。

昭
和
41
年
５
月　

創
立
三
〇
周
年
記
念
式
典
挙
行
。

昭
和
44
年
４
月　

短
期
大
学
被
服
科
を
被
服
専
攻
と
服
飾
美
術
専
攻
に
専
攻
分
離
。

昭
和
46
年
４
月　

学
長
宇
城
信
五
郎
辞
任
し
、
理
事
長
専
任
と
な
る
。
学
長
に
根
津
菊
次
郎
就
任
。

昭
和
49
年
６
月　

学
長
に
宇
城
信
五
郎
就
任
。

昭
和
51
年
４
月　

創
立
四
〇
周
年
記
念
式
典
挙
行
、
鉄
筋
４
階
建
記
念
図
書
館
完
成
。

昭
和
55
年
３
月　

学
友
会
館
完
成
。

昭
和
55
年
６
月　

学
長
に
宇
城
カ
子
就
任
。

昭
和
56
年
１
月　

三
号
館
完
成
。

昭
和
56
年
５
月　

創
立
四
十
五
周
年
記
念
式
典
挙
行
。

昭
和
57
年
１
月　

学
園
創
立
者
・
理
事
長
宇
城
信
五
郎
死
去
。

昭
和
57
年
２
月　

理
事
長
に
宇
城
カ
子
就
任
。

昭
和
60
年
９
月　

宇
城
記
念
館
完
成
。

昭
和
61
年
４
月　

東
筑
紫
短
期
大
学
附
属
中
学
校
を
東
筑
紫
学
園
中
学
校
に
名
称
変
更
。

昭
和
61
年
11
月　

創
立
五
〇
周
年
記
念
式
典
挙
行
。

平
成
元
年
４
月　

短
期
大
学
被
服
科
を
生
活
文
化
学
科
に
、
保
育
科
を
保
育
学
科
に
、

　
　
　
　
　
　
　

食
物
栄
養
科
を
食
物
栄
養
学
科
に
そ
れ
ぞ
れ
名
称
変
更
。

　
　
　
　
　
　
　

東
筑
紫
学
園
中
学
校
を
照
曜
館
中
学
校
に
名
称
変
更
。

平
成
２
年
４
月　

学
長
に
宇
城
照
燿
就
任
。

平
成
３
年
11
月　

創
立
五
十
五
周
年
記
念
式
典
挙
行
。

平
成
４
年
４
月　

東
筑
紫
短
期
大
学
附
属
高
等
学
校
を
東
筑
紫
学
園
高
等
学
校
に
名
称
変
更
。

平
成
８
年
10
月　

創
立
六
〇
周
年
記
念
式
典
挙
行
。

平
成
10
年
10
月　

九
州
栄
養
福
祉
大
学
、
東
筑
紫
短
期
大
学
専
攻
科
設
置
準
備
室
発
足
。
設
置
準
備
室
長
に
室
井
廣
一
就
任
。

平
成
13
年
２
月　

二
号
館
完
成
。

平
成
13
年
２
月　

理
事
長
に
宇
城
照
燿
就
任
。
九
州
栄
養
福
祉
大
学
設
立
、
食
物
栄
養
学
部
・
食
物
栄
養
学
科
設
置
。

　
　
　
　
　
　
　

学
長
に
宇
城
照
燿
就
任
。
東
筑
紫
短
期
大
学
学
長
に
室
井
廣
一
就
任
。

平
成
14
年
４
月　

短
期
大
学
に
専
攻
科（
介
護
福
祉
専
攻
）設
置
。

平
成
15
年
12
月　

学
園
創
立
者
宇
城
カ
子
死
去
。

平
成
16
年
４
月　

九
州
栄
養
福
祉
大
学
学
長
に
室
井
廣
一
就
任
。

　
　
　
　
　
　
　

専
門
学
校
九
州
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
大
学
校
を
継
承
・
開
学
。
学
校
長
に
室
井
廣
一
就
任
。

平
成
17
年
４
月　

九
州
栄
養
福
祉
大
学
大
学
院
設
立
。（
食
物
栄
養
学
研
究
科　

食
物
栄
養
学
専
攻
修
士
課
程
）

平
成
18
年
４
月　

短
期
大
学
に
美
容
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
を
設
置
。

平
成
18
年
12
月　

創
立
七
〇
周
年
記
念
式
典
挙
行
。

平
成
19
年
４
月　

専
門
学
校
九
州
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
大
学
校
を
四
年
制
専
門
学
校
高
度
専
門
士
課
程
に
変
更
。

平
成
21
年
４
月　

九
州
栄
養
福
祉
大
学
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
設
置
準
備
室
発
足
。
設
置
準
備
室
長
に
室
井
廣
一
就
任
。

平
成
23
年
４
月　

九
州
栄
養
福
祉
大
学
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
理
学
療
法
学
科
、
作
業
療
法
学
科
を
設
置
。

平
成
24
年
４
月　

九
州
栄
養
福
祉
大
学
大
学
院
・
健
康
科
学
研
究
科
に
名
称
変
更
。

平
成
26
年
３
月　

専
門
学
校
九
州
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
大
学
校
閉
校
。

平
成
27
年
２
月　

認
定
こ
ど
も
園
東
筑
紫
短
期
大
学
附
属
幼
稚
園
設
置
準
備
室
発
足
。
設
置
準
備
室
長
に
室
井
廣
一
就
任
。

平
成
27
年
４
月　

日
本
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
発
祥
地
記
念
館
・
九
州
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
大
学
校
記
念
館
館
長
に
室
井
廣
一
就
任
。

平
成
28
年
４
月　

日
本
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
発
祥
地
記
念
館
・
九
州
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
大
学
校
記
念
館
設
立
。

平
成
29
年
３
月　

認
定
こ
ど
も
園
東
筑
紫
短
期
大
学
附
属
幼
稚
園
園
舎
完
成
。

平
成
29
年
４
月　

幼
稚
園
型
認
定
こ
ど
も
園
東
筑
紫
短
期
大
学
附
属
幼
稚
園
を
開
設
。

平
成
29
年
10
月　

学
園
創
立
80
周
年
記
念
式
典
挙
行
。

平
成
30
年
12
月　

九
州
栄
養
福
祉
大
学
・
東
筑
紫
短
期
大
学
学
生
食
堂
・
団
体
給
食
実
習
室
棟
完
成
。

平
成
31
年
３
月　

九
州
栄
養
福
祉
大
学
・
東
筑
紫
短
期
大
学
講
堂
兼
体
育
館
完
成
。

令
和
３
年
３
月　

東
筑
紫
短
期
大
学
美
容
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
廃
止
。

令
和
４
年
４
月　

学
校
法
人
東
筑
紫
学
園
理
事
長
に
室
井
廣
一
就
任
。

令
和
５
年
５
月　

九
州
栄
養
福
祉
大
学
新
学
部
・
新
学
科
設
置
準
備
室
発
足
。
設
置
準
備
室
長
に
室
井
廣
一
就
任
。

令
和
５
年
10
月　

ラ
プ
ラ
プ
・
セ
ブ
国
際
大
学（
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
）と
九
州
栄
養
福
祉
大
学
・
東
筑
紫
短
期
大
学
と
の
大
学
間
協
定
締
結
。

令
和
６
年
８
月　

九
州
栄
養
福
祉
大
学
・
東
筑
紫
短
期
大
学
研
究
棟（
旧
清
心
寮
）改
築
。

令
和
７
年
２
月　

九
州
栄
養
福
祉
大
学
小
倉
北
区
キ
ャ
ン
パ
ス
５
号
館
改
築
。

令
和
７
年
３
月　

九
州
栄
養
福
祉
大
学
・
東
筑
紫
短
期
大
学
１
号
館
改
築
。

令
和
７
年
４
月　

九
州
栄
養
福
祉
大
学
食
物
栄
養
学
部
に
食
環
境
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
を
設
置
。

　
　
　
　
　
　
　

九
州
栄
養
福
祉
大
学
に
こ
ど
も
教
育
学
部
こ
ど
も
教
育
学
科
を
設
置
。

東
筑
紫
学
園
沿
革

九
十
年
の
あ
ゆ
み

東筑紫学園　建学の精神

勇気・親和・愛・知性
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皆
さ
ん
、お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。ま
た
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。今
日
は
雨
に
な

る
と
い
う
天
気
予
報
で
し
た
が
、今
の
と
こ

ろ
晴
れ
て
お
り
ま
す
。学
校
の
桜
も
満
開
で

皆
さ
ん
を
歓
迎
し
て
い
ま
す
。今
春
か
ら
は

新
し
く「
こ
ど
も
教
育
学
部
こ
ど
も
教
育
学

科
」、食
物
栄
養
学
部「
食
環
境
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
学
科
」が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
の
で
、そ

の
た
め
一
号
館
、研
究
棟
は
全
面
改
装
し
五

号
館
は
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
専
門
教
育
研
究

棟
と
し
て
最
新
設
備
を
整
備
し
ま
し
た
。一

年
半
も
か
か
っ
た
大
工
事
も
終
了
し
キ
ャ
ン

パ
ス
も
装
い
を
新
た
に
し
て
新
入
生
の
皆
さ

ん
を
お
迎
え
し
た
と
い
う
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。ま

た
、こ
こ
ま
で
お
育
て
に
な
ら
れ
た
保
護
者

の
皆
様
、ご
来
賓
の
皆
様
方
そ
し
て
先
生
方
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
が
新
入
生
の
学
生
諸
君
に
最
初
に
言
っ

て
お
き
た
い
こ
と
は
、本
学
の
基
本
的
教
育

の
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。本
学
の

教
育
に
は
教
養
教
育
や
専
門
教
育
と
い
う

も
の
を
勉
強
す
る
と
い
う
こ
と
は
当
然
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、そ
れ
と
並
行
し
て
四
つ
の
心
を

育
て
て
い
く
と
い
う
建
学
の
精
神
に
基
づ
く

行
事
教
育
が
組
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。行
事

教
育
が
教
科
教
育
と
一
緒
に
な
っ
て
進
行
し

て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。こ
の
行
事
教
育
と
は

ど
う
い
う
こ
と
か
と
言
う
と
、ひ
と
つ
ひ
と
つ

の
行
事
を
こ
こ
で
言
う
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん

が
、学
内
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
競
技
大
会
や
農

園
実
習
、お
掃
除
活
動
、成
人
式
、針
供
養

な
ど
と
い
う
内
容
で
す
。こ
う
い
う
行
事
教

育
は
四
つ
の
心
を
育
て
る
の
に
と
て
も
重
要

な
こ
と
で
あ
り
大
切
に
し
て
お
り
ま
す
。毎

日
勉
強
し
て
い
く
教
科
教
育
の
知
性
・
技
術

も
大
事
で
す
が
、こ
う
い
う
行
事
を
通
し
て

教
科
教
育
の
知
性
・
技
術
だ
け
で
な
く
人
間

の
人
格
の
成
長
と
い
う
も
の
を
保
証
し
て
い

こ
う
と
い
う
試
み
な
の
で
す
。で
す
か
ら
皆
さ

ん
は
早
速
で
す
け
れ
ど
も
来
週
か
ら
行
事
教

育
と
い
う
も
の
に
入
っ
て
い
く
わ
け
で
ご
ざ
い

ま
す
。詳
し
く
は
そ
の
時
に
ま
た
お
話
し
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
令
和
７
年
度
よ
り「
こ
ど
も
教
育

学
部
こ
ど
も
教
育
学
科
」、食
物
栄
養
学
部

「
食
環
境
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
」が
新

た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

こ
ど
も
教
育
学
部
で
は
、保
育
所
、幼
稚

園
、小
学
校
等
、様
々
な
発
達
段
階
が
あ
る
中

「
こ
ど
も
」と
い
う
視
点
で
も
包
括
的
に
見

て
い
く
先
生
が
こ
れ
か
ら
は
大
事
に
な
っ
て

い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。幼
児
の
教

育
も
小
学
校
の
教
育
も
特
別
支
援
の
教
育

も
理
解
で
き
る
先
生
の
養
成
が
大
切
と
思

い
ま
す
。そ
の
た
め
に
四
つ
の
資
格
取
得（
小

学
校
教
諭
一
種
・
特
別
支
援
学
校
教
諭
一
種
・

幼
稚
園
教
諭
一
種
・
保
育
士
）に
挑
戦
で
き
る

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
用
意
し
て
い
ま
す
。皆
さ
ん

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

食
環
境
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
で
は
、

第
四
次
産
業
革
命
と
言
わ
れ
る
こ
の
デ
ジ
タ

ル
時
代
に
必
要
な
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
、ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
を
読
み
生
き
抜
く
た
め
の
最
新
技

術
を
食
環
境
の
視
点
か
ら
学
び
ま
す
。ま
た
、

最
新
技
術
の
学
び
を
実
践
す
る
た
め
の
企

業
実
習
や
、講
師
派
遣
、共
同
研
究
並
び
に

地
域
貢
献
の
た
め
に
地
元
北
九
州
地
域
を

中
心
と
し
た
34
の
食
産
業
・
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業

及
び
団
体

    ＊1
と
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
は
食
環
境
だ
け
で
は

な
く
、保
育
や
幼
児
教
育
、小
学
校
教
育
、リ

ハ
ビ
リ
、介
護
な
ど
他
の
様
々
な
専
門
分
野

に
も
取
り
入
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。Ａ
Ｉ
を
中
心
と
し
た
技
術
革
新
に
よ
っ

て
約
5
割
の
仕
事
が
な
く
な
る
と
の
専
門

家
の
意
見
も
あ
り
ま
す
。つ
ま
り
そ
う
い
う

時
代
に
対
応
で
き
る
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ

ス
ト
を
こ
れ
か
ら
は
育
て
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。情
報
が
氾
濫

し
何
が
本
物
か
が
判
別
し
が
た
い
時
代
、こ

ど
も
教
育
学
部
で
も
食
環
境
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
学
科
で
も
、他
の
学
科
で
も
同
じ
く
重

要
な
こ
と
で
す
。し
か
し
い
か
に
情
報
産
業

革
命
時
代
で
も
、い
や
ま
さ
に
そ
う
い
う
時

代
で
あ
れ
ば
こ
そ
、本
学
の
建
学
の
精
神
で

言
う「
四
つ
の
心
」で
最
終
的
に
は
分
析
判
断

す
る
と
い
う
決
断
姿
勢
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

基
本
的
に
本
学
が
目
指
し
て
い
る
人
格
の

理
想
像
と
い
う
も
の
は「
勇
気
・
親
和
・
愛
・

知
性
」と
い
う
四
つ
の
心
を
育
て
て
い
く
と
い

令
和
７
年
度  

九
州
栄
養
福
祉
大
学・東
筑
紫
短
期
大
学 

合
同
入
学
式 

学
長
式
辞

─ 

本
学
の
基
本
的
教
育
方
法
に
つ
い
て 

─
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学校法人 東筑紫学園 Educational Corporation of Higashi-Chikushi Gakuen

う
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
東
筑
紫
学

園
が
90
年
間
、一
筋
に
や
っ
て
き
た
こ
と
で
ご

ざ
い
ま
す
。四
つ
の
心
の「
勇
気
」と
は
簡
単

に
言
っ
て
し
ま
う
と「
進
ん
で
や
れ
る
元
気

な
心
」の
こ
と
で
す
。人
間
こ
れ
が
な
く
な
っ

て
は
お
し
ま
い
に
な
り
ま
す
。抽
象
的
に
言

う
と
主
体
性
と
い
う
言
い
方
を
し
ま
す
が
、

進
ん
で
前
向
き
に
で
き
る
、受
動
で
は
な
く

能
動
の
心
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら「
親
和
」は「friendship

」の
こ

と
で
す
。「
皆
と
親
し
み
仲
良
く
す
る
心
」で

す
。つ
ま
り
他
者
を
受
け
入
れ
る
広
が
り
を

持
っ
た
心
で
す
。

「
愛
」は
い
ろ
い
ろ
な
意
味
が
あ
り
ま
す
が
、

本
学
で
言
う「
愛
」は「
人
を
育
む
心
」、慈
し

み
、育
む
心
で
す
。そ
う
い
う
心
を
持
っ
て
い

な
い
、全
然
人
に
対
す
る
育
む
心
が
何
も
な

い
と
い
う
人
は
、い
く
ら
勉
強
が
出
来
る
と

言
っ
て
も
少
し
心
が
寒
い
で
す
ね
。北
風
が
吹

い
て
く
る
よ
う
な
感
じ
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら「
知
性
」、こ
れ
は
学
ぶ
心
、探

究
心
で
あ
り
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
四
つ
の
心
が
充
実
し
調
和

が
取
れ
て
き
ま
す
と
私
た
ち
は
誰
で
も
自
分

の
心
の
中
に
夢
・
目
標
を
持
ち
ま
す
。本
学

園
の
幼
稚
園
の
卒
園
式
で
は
卒
園
証
書
を

園
長
か
ら
貰
っ
た
園
児
さ
ん
一
人
一
人
が
、お

母
さ
ん
お
父
さ
ん
の
前
で
自
分
の
夢
を
語

り
ま
す
。将
来
何
に
な
る
か
、皆
そ
れ
ぞ
れ
の

夢
を
言
っ
て
も
ら
い
ま
す
。そ
れ
が
ど
こ
ま
で

持
続
力
が
あ
る
か
と
い
う
こ
と
は
と
も
か
く

と
し
て
、夢
を
語
ら
せ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

り
ま
す
。人
間
の
成
長
に
と
っ
て
、夢
・
目
標

と
い
う
も
の
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
あ
り

ま
す
。こ
の
夢
・
目
標
が
持
続
的
で
強
く
な
っ

て
き
ま
す
と
四
つ
の
心
も
大
き
く
な
っ
て
い

き
ま
す
。両
者
は
大
き
く
関
係
し
て
い
ま
す
。

四
つ
の
心
が
大
き
く
な
っ
て
い
く
と
自
然
に

夢
・
目
標
も
充
実
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
四
つ
の
心
が
ひ
と
つ
の
人
格
の
中
に

四
隅
の
柱
の
よ
う
に
し
っ
か
り
立
っ
て
い
な

い
と
大
き
な
目
標
は
立
て
て
も
長
続
き
し
ま

せ
ん
。こ
の
四
つ
の
心
の
上
に
し
っ
か
り
立
っ

た
夢
・
目
標
、皆
さ
ん
で
言
う
な
ら
ば「
教
育

者
に
な
る
」あ
る
い
は「
リ
ハ
ビ
リ
の
先
生
に

な
る
」「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
を
修
得
し
新
し

い
世
界
を
北
九
州
で
拓
く
」と
い
う
人
も
い

る
と
思
い
ま
す
。し
か
し
そ
れ
は
そ
れ
で
大

事
で
す
が
、そ
れ
が
四
つ
の
心「
勇
気
・
親
和
・

愛
・
知
性
」、日
本
の
古
典
的
概
念
で
は
こ
れ

を「
荒あ

ら
み
た
ま魂・

和に
ぎ
み
た
ま魂・

幸さ
ち
み
た
ま魂・

奇く
し
み
た
ま魂

」と
申
し
ま

す
が
、こ
れ
ら
に
支
え
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か

と
い
う
こ
と
も
と
て
も
大
切
な
の
で
す
。こ
の

両
方
の
勉
強
が
本
学
で
は
大
切
で
す
。こ
う

い
う
よ
う
に
本
学
園
は
幼
稚
園
か
ら
中
学

校
、高
校
、短
期
大
学
、大
学
、大
学
院
と
一

貫
し
て
や
り
続
け
て
い
る
学
校
で
ご
ざ
い
ま

す
。教
科
教
育
だ
け
で
な
く
教
養
教
育
だ
け

で
な
く
専
門
教
育
だ
け
で
な
く
て
、行
事
教

育
を
通
し
た
四
つ
の
心
・
四
つ
の
生
命
力
の

修
得
を
目
指
し
て
い
る
の
で
す
。

両
親
か
ら
代
々
伝
わ
っ
て
き
た
こ
の
四
つ

の
力
を
大
き
く
し
て
い
こ
う
、そ
う
い
う
人

間
に
な
る
た
め
に
皆
さ
ん
は
今
日
か
ら
勉
強

し
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

し
か
し
皆
さ
ん
、両
親
か
ら
四
つ
の
力
を

貰
っ
た
と
い
っ
て
も
い
つ
貰
っ
た
か
分
か
ら
な

い
で
し
ょ
う
。私
も
分
か
ら
な
い
で
す
け
れ
ど

ね
。母
親
の
腹
か
ら
出
て
き
た
時
に
、個
体
が

分
離（separation

）し
た
時
に
貰
っ
た
の
か
、

腹
の
中
に
い
る
と
き
に
こ
の
勇
気
・
親
和
・

愛
・
知
性
は
貰
っ
た
の
か
、母
親
の
腹
か
ら
出

て
く
る
時
に
非
常
に
苦
し
い
絶
望
的
な
限

界
状
況
で
泣
き
泣
き
出
て
き
て
か
ら
貰
う
の

か
、色
々
あ
る
と
思
う
の
で
す
。こ
の
生
命
力

授
受
の
時
期
に
注
目
し
て
胎
教
の
大
切
さ

を
語
る
人
、三
つ
子
の
魂
百
ま
で
も
と
言
っ

て
幼
児
教
育
を
重
要
視
す
る
人
、ノ
ー
ベ
ル

賞
を
受
賞
し
た
人
の「
就
学
前
教
育
」効
果

言
説
も
あ
り
ま
す
。幼
児
教
育
の
議
論
は
い

ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。な
か
な
か
難
し
い
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
が
、少
な
く
と
も
我
々
は
母
子
一

体
か
母
子
分
離
し
て
い
く
前
後
に
四
つ
の
心

の
生
命
力
の
基
本
的「
芽
」が
授
受
さ
れ
て

新
人
格
が
形
成
さ
れ
て
い
く
よ
う
に
思
わ
れ

ま
す
。心
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、そ

の
時
の
こ
と
は
思
い
出
せ
な
い
か
ら
、こ
ん
な

勇
気
・
親
和
・
愛
・
知
性
、四
つ
の
力
、体
と
心

を
貰
っ
て
い
て
、貰
っ
た
相
手
に
対
す
る
感
謝

の
念
が
失
せ
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。な
ぜ
か
と

い
う
と
タ
ダ
で
貰
っ
て
い
る
し
、い
つ
貰
っ
た

か
も
知
ら
な
い
か
ら
感
謝
の
し
よ
う
が
な
い

の
で
す
。手
袋
を
は
め
て
労
働
し
て
い
る
人
は
、

数
日
で
す
ぐ
に
手
袋
が
擦
り
切
れ
て
し
ま
う

こ
と
が
分
る
で
し
ょ
う
。し
か
し
我
々
の
手
と

い
う
も
の
は
有
難
い
も
の
で
傷
つ
い
て
も
新

陳
代
謝
し
て
す
ぐ
治
っ
て
し
ま
い
ま
す
。こ
う

い
う
一
生
涯
使
え
る
も
の
を
タ
ダ
で
貰
っ
て
い

る
。タ
ダ
で
貰
っ
て
い
る
か
ら
、自
分
の
両
親

に
対
す
る
感
謝
の
念
な
ん
て
湧
き
よ
う
が
な

い
の
で
す
。し
か
も
貰
っ
た
時
も
覚
え
て
い
な

い
と
い
う
わ
け
で
す
か
ら
。し
か
し
タ
ダ
で
，い

つ
貰
っ
た
か
分
か
ら
な
い
も
の
に
も
尊
い
贈

り
物
が
あ
る
の
で
す
。そ
れ
に
い
つ
か
気
付
い

た
な
ら
ば
、自
分
の
心
と
体
を
、せ
っ
か
く
い

た
だ
い
た
命
を
大
事
に
し
て
、朝
起
き
た
ら

顔
を
洗
っ
て
、夜
一
日
疲
れ
た
時
に
は
お
風
呂

場
で
足
の
指
一
本
一
本
を
洗
い
、こ
の
指
一
本

で
も
傷
つ
い
た
ら
立
ち
上
が
る
こ
と
が
出
来

ま
せ
ん
か
ら
、こ
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
授
け
て

く
れ
た
人
に「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」と

感
謝
し
て
、「
長
い
間
大
事
に
使
わ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
」と
い
う
気
持
ち
で
お
掃
除
を
し

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。顔
だ
け
綺
麗
に
し

て
い
る
だ
け
で
は
駄
目
で
す
。足
の
指
一
本
一

本
洗
い
な
が
ら
、「
両
親
が
く
れ
た
ん
だ
な
」、

「
タ
ダ
で
も
ら
っ
て
い
る
か
ら
分
か
ら
な
か
っ

た
な
」と
18
歳
く
ら
い
に
な
れ
ば
そ
う
い
う
こ

と
が
分
か
っ
て
こ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。四

つ
の
生
命
力
と
体
を
授
け
て
く
れ
た
人
は
誰

な
の
か
、そ
れ
が
大
問
題
な
の
で
す
ね
。

以
上
の
よ
う
な
お
話
を
最
初
に
し
ま
し
て
、

式
辞
ら
し
い
式
辞
で
も
な
い
の
で
す
が
、こ
れ

か
ら
一
緒
に
勉
強
し
て
四
年
後
に
は
立
派
な

四
つ
の
心
を
踏
ま
え
た
高
度
な
専
門
技
術
を

持
っ
た
専
門
家
と
し
て
皆
さ
ん
が
こ
の
学
校

を
巣
立
っ
て
い
く
こ
と
を
祈
念
し
入
学
式
の

式
辞
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

（
本
稿
は
令
和
7
年
度
入
学
式
式
辞
に
若
干

の
加
筆
訂
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。）

    ＊1
連
携
企
業
・
団
体
数
は
令
和
7
年
5
月
12
日
時
点
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九
州
栄
養
福
祉
大
学　

食
物
栄
養
学
部

九
州
栄
養
福
祉
大
学　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部

九
州
栄
養
福
祉
大
学　

こ
ど
も
教
育
学
部

九
州
栄
養
福
祉
大
学　

食
物
栄
養
学
部

九
州
栄
養
福
祉
大
学　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部

九
州
栄
養
福
祉
大
学　

こ
ど
も
教
育
学
部

東
筑
紫
短
期
大
学

東
筑
紫
短
期
大
学

皆
さ
ま
、こ
ん
に
ち
は
。九
州
栄
養
福
祉

大
学
大
学
院
修
士
課
程
健
康
科
学
研
究
科

か
ら
の
ご
挨
拶
で
あ
り
ま
す
。 

ま
ず
は
、日

頃
よ
り
本
研
究
科
を
お
引
き
立
て
い
た
だ
き
、

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

本
研
究
科
は
食
物

栄
養
学
部
の
管
理
栄
養
士
と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
学
部
の
理
学
療
法
士
と
作
業
療
法
士

の
資
格
を
有
す
る
学
生
を
主
体
に
し
た
教

育
課
程
と
な
っ
て
い
ま
す
。つ
ま
り
食
物
栄

大
学
院
研
究
科
か
ら
の
ご
挨
拶

養
専
攻
分
野
と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
攻

分
野
に
な
っ
て
お
り
、学
生
は
そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
の
見
識
を
深
め
な
が
ら
研
究
を
履
行
し
て

い
く
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。一
方
、ヒ
ト

の
健
康
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
分
野
は
共
通
点

が
多
く
、授
業
で
は
分
野
を
越
え
て
積
極
的

に
学
ぶ
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。食
物
栄
養
専

攻
で
は
九
州
で
は
数
少
な
い
臨
床
栄
養
師
の

資
格
講
座
を
開
設
し
て
お
り
、日
本
健
康
・

食物栄養学部 Faculty of Food and Nutrition

地
域
と
未
来
を
育
て
る
大
学
と
し
て

杉　元　康　志
SUGIMOTO YASUSHI

食物栄養学部　学長補佐
大学院・健康科学研究科長

本
学
の
学
生
、保
護
者
の
皆
さ
ま
、そ
し

て
地
域
社
会
の
皆
さ
ま
へ
―
―

平
素
よ
り
本
学
の
教
育
・
研
究
・
社
会
活

動
に
深
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

大
学
を
取
り
巻
く
現
状
の
環
境
は
今
だ

か
つ
て
な
い
ほ
ど
の
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
い

ま
す
。18
歳
人
口
の
減
少
、急
速
な
グ
ロ
ー
バ

ル
化
、そ
し
て
生
成
Ａ
Ｉ
を
は
じ
め
と
す
る

技
術
革
新
は
、大
学
教
育
の
あ
り
方
に
根

本
的
な
問
い
を
投
げ
か
け
て
い
ま
す
。特
に

私
立
大
学
は
厳
し
い
局
面
に
さ
ら
さ
れ
、学

生
の
確
保
が
最
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

よ
り
質
の
高
い
教
育
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
地

域
社
会
と
連
携
し
た
大
学
と
し
て
の
発
展

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。本
学
は
社
会
の
変

化
と
ニ
ー
ズ
に
鋭
敏
に
反
応
し
、質
の
高
い

教
育
を
堅
持
し
、社
会
が
求
め
る
多
様
性
や

持
続
可
能
性
の
課
題
に
真
摯
に
取
り
組
み
、

開
か
れ
た
大
学
と
し
て
積
極
的
に
関
与
し
て

い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
時
代
の
要
請
に
応
え
る
べ
く
、

ま
す
。本
学
は
ま
さ
し
く
国
家
資
格
を
目
指

す
大
学
で
あ
る
の
が
主
な
る
特
徴
で
す
。社

会
に
連
携
し
た
実
務
教
育
が
主
要
な
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。食
物
栄
養
学
部
の
管
理

栄
養
士
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
の
理

学
療
法
士
や
作
業
療
法
士
は
そ
れ
ぞ
れ
の

質
の
高
さ
に
社
会
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
て

い
ま
す
。さ
ら
に
高
い
教
育
を
目
指
す
学
生

に
は
本
学
の
大
学
院
健
康
科
学
研
究
科
へ

の
進
学
も
あ
り
、キ
ャ
リ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り

ま
す
。令
和
７
年
度
に
新
し
く
設
置
し
た
こ

ど
も
教
育
学
部
こ
ど
も
学
科
に
お
い
て
は
幼

児
・
初
等
教
育
の
重
要
性
を
鑑
み
、小
学
校

教
諭
１
種
免
許
や
特
別
支
援
学
校
１
種
免

許
、幼
稚
園
１
種
免
許
、保
育
士
資
格
を
取

得
で
き
、乳
幼
児
か
ら
児
童
の
教
育
に
精
通

し
た
人
材
の
養
成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。ま

た
、食
物
栄
養
学
部
に
食
環
境
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
学
科
は
食
に
ま
つ
わ
る
諸
課
題
を
最

新
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
使
っ

て
、デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
を
養
成
し
、

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
輩
出

本
学
の
教
育
理
念
で
あ
る
４
つ
の

心
、勇
気
、親
和
、愛
、知
性
を
兼

ね
備
え
た
豊
か
な
社
会
性
と
人

間
性
あ
る
人
材
養
成
す
る
た
め

に
以
下
の
よ
う
な
い
く
つ
か
の
重

点
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

第
一
に
、「
学
び
の
質
の
向
上
」

で
す
。単
な
る
知
識
の
習
得
に
と

ど
ま
ら
ず
、学
生
一
人
ひ
と
り
が

「
自
ら
問
い
を
立
て
、考
え
、行

動
す
る
力
」を
育
む
こ
と
が
、こ
れ
か
ら
の
教

育
の
核
と
な
り
ま
す
。そ
の
た
め
に
本
学
で

は
、Ｐ
Ｂ
Ｌ（
課
題
解
決
型
学
習
）の
導
入
や

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
充
実
、ま
た
生
成

Ａ
Ｉ
の
活
用
を
含
む
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
の
強

化
を
進
め
て
い
ま
す
。

第
二
に
、「
地
域
と
の
共
創
」で
す
。本
学

は
地
域
に
根
ざ
し
た
大
学
と
し
て
、地
元
企

業
・
自
治
体
・Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
連
携
し
、実
社
会
に

貢
献
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
数
多
く
展
開
し

て
い
ま
す
。地
域
課
題
を
実
際
に
フ
ィ
ー
ル

ド
で
学
ぶ
こ
と
で
、学
生
た
ち
は
現
場
の
複

雑
さ
に
触
れ
、実
践
力
を
磨
い
て
い
ま
す
。

第
三
に
、「
多
様
性
と
包
摂
性
の
推
進
」で

す
。学
生
へ
の
平
等
な
サ
ー
ビ
ス
や
合
理
的

配
慮
の
必
要
性
あ
る
学
生
へ
の
真
摯
な
対

応
、誰
も
が
安
心
し
て
学
べ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

社
会
か
ら
の
大
学
へ
の
ニ
ー
ズ
は
実
務
能

力
と
即
戦
力
の
獲
得
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、国
家
資
格
の
取
得
が
注
目
さ
れ
、資

格
教
育
が
あ
る
大
学
に
人
気
が
高
ま
っ
て
い

し
ま
す
。

地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
が
一
昨
年
度
設
置
さ

れ
、地
域
と
の
連
携
、企
業
団
体
と
の
連
携

を
積
極
的
に
行
い
、高
い
評
価
を
受
け
て
い

ま
す
。本
年
４
月
に
は
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー

室
が
リ
ニ
ュ
ア
ル
し
た
１
号
館
１
階
に
開
設

さ
れ
、キ
ッ
チ
ン
ス
タ
ジ
オ
を
は
じ
め
地
域
と

共
同
で
活
動
で
き
る
施
設
が
設
け
ら
れ
ま
し

た
。子
ど
も
食
堂
や
料
理
教
室
、商
品
開
発
、

連
携
企
業
な
ど
と
の
共
同
研
究
に
利
用
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
学
で
学
ぶ
若
者
た
ち
が
、将
来
に
期
待

を
も
っ
て
、そ
の
才
能
を
生
か
し
な
が
ら
、自

ら
学
び
、社
会
に
適
応
し
、社
会
に
貢
献
で

き
る
人
材
と
な
る
よ
う
に
、私
た
ち
教
職
員

一
同
、こ
れ
か
ら
も
誠
実
に
、そ
し
て
学
生
と

共
に
、お
互
い
を
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
よ
り

良
い
大
学
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。今

後
と
も
本
学
へ
の
温
か
い
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

HIRAKU  04



九
州
栄
養
福
祉
大
学　

食
物
栄
養
学
部

九
州
栄
養
福
祉
大
学　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部

九
州
栄
養
福
祉
大
学　

こ
ど
も
教
育
学
部

九
州
栄
養
福
祉
大
学　

食
物
栄
養
学
部

九
州
栄
養
福
祉
大
学　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部

九
州
栄
養
福
祉
大
学　

こ
ど
も
教
育
学
部

東
筑
紫
短
期
大
学

東
筑
紫
短
期
大
学栄

養
シ
ス
テ
ム
学
会
か
ら
資
格
認
定
を
受
け

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。本
研
究
科
は
自
ら
考

え
、自
ら
計
画
し
、自
ら
実
行
し
、自
ら
発
展

す
る
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い
ま
す
。

近
年
、入
学
者
数
や
進
学
者
数
の
減
少
が

続
い
て
い
る
一
方
、社
会
人
を
中
心
と
し
た

入
学
者
の
割
合
が
増
加
し
て
い
ま
す
。こ
の

状
況
を
踏
ま
え
、私
た
ち
の
研
究
科
は
、今

後
の
持
続
的
な
発
展
と
質
の
高
い
教
育
提

供
の
た
め
に
、以
下
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

１.

制
度
の
改
革
：
社

会
人
や
働
き
な
が
ら
学
ぶ
方
々
に
も
柔
軟

に
対
応
で
き
る
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
や
夜
間
・

週
末
コ
ー
ス
の
拡
充
、履
修
制
度
の
見
直
し 

２.

学
生
へ
の
啓
発
：
健
康
科
学
の
重
要
性

や
本
研
究
科
の
特
色
、将
来
性
に
つ
い
て
積

極
的
に
情
報
発
信
し
、魅
力
を
伝
え
る
広
報

活
動
の
強
化 

３.

教
員
の
意
識
向
上
：
学
生

一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
指
導
力
の

向
上
と
、実
践
的
・
応
用
的
な
研
究
・
教
育
の

推
進 

４.

産
学
連
携
・
地
域
連
携
の
強
化
：

実
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
、実
践
的
な

学
び
や
キ
ャ
リ
ア
支
援
の
機
会
を
増
や
す 

５.

学
内
外
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拡
大
：
国
内

外
の
研
究
機
関
や
企
業
と
の
連
携
を
強
化

し
、学
生
の
多
様
な
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
支
援
：

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、学
生
一
人
ひ

と
り
の
将
来
へ
の
方
向
性
や
目
的
を
実
現
で

き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
、未
来
の
キ
ャ
リ

ア
形
成
に
役
立
て
る
よ
う
全
力
で
応
援
致
し

ま
す
。 

本
研
究
科
が
活
気
あ
る
大
学
院
と
し

て
、学
生
を
は
じ
め
社
会
か
ら
期
待
さ
れ
る

研
究
教
育
機
関
と
し
て
成
長
し
た
い
と
考
え

ま
す
。

食物栄養学部 Faculty of Food and Nutrition

食
物
栄
養
学
部
「
食
物
栄
養
学
科
」
は
、

平
成
13
年
4
月
に
本
学
の
建
学
精
神
「
勇

気
・
親
和
・
愛
・
知
性
」
を
基
盤
と
し
て
、

食
を
通
じ
て
福
祉
を
実
現
す
る
使
命
感
を

持
っ
た
管
理
栄
養
士
を
養
成
す
る
た
め
に

開
設
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
７
年
３
月
に
は

第
21
期
生
を
送
り
出
し
、総
勢
２
，２
９
０

名
の
卒
業
生
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。
就
職

率
は
開
設
以
来
100
％
を
誇
り
、
卒
業
生
は

病
院
、
介
護
施
設
、
保
育
園
、
保
健
所
な

ど
で
管
理
栄
養
士
と
し
て
活
躍
す
る
ほ
か
、

栄
養
教
諭
、
企
業
の
食
品
開
発
・
企
画
職

な
ど
多
様
な
分
野
で
力
を
発
揮
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
自
ら
起
業
し
て
活
躍
し
て
い

る
卒
業
生
も
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
卒
業
生

は
本
学
の
誇
り
で
あ
り
、
講
演
な
ど
を
通

じ
て
在
学
生
に
貴
重
な
学
び
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
背
景
か
ら
、
令
和
７
年
４
月
に
食
物

栄
養
学
部
内
に
「
食
環
境
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
学
科
」
を
新
設
し
ま
し
た
。
本
学
科

で
は
、
食
環
境
や
健
康
に
関
す
る
専
門
知

識
を
学
び
、
最
先
端
の
Ａ
Ｉ
・
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
技
術
を
修
得
す
る
こ
と
で
、
農

業
、
食
品
製
造
、
流
通
、
健
康
管
理
の

デ
ー
タ
分
析
を
通
じ
て
課
題
解
決
に
挑
む

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
を
育
成
し
ま

す
。本

学
部
で
育
っ
た
管
理
栄
養
士
と
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
が
協
働
し
、
持
続

可
能
な
地
域
社
会
と
世
界
の
健
康
福
祉
に

貢
献
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
学

生
の
皆
さ
ん
が
未
来
を
切
り
拓
く
「
グ

ロ
ー
カ
ル
人
材
」
と
し
て
、
こ
こ
か
ら
第

一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て

い
ま
す
。
教
職
員
一
同
、
皆
さ
ん
の
成
長

と
挑
戦
を
全
力
で
応
援
し
ま
す
。

昨
年
度
は
、
新
し
く
開
講
し

た
「
食
環
境
地
域
連
携
演
習
」

が
注
目
を
集
め
ま
し
た
。
学
生

た
ち
は
北
九
州
市
や
地
域
の
企

業
・
団
体
と
連
携
し
、
「
ト
マ

ト
の
恩
返
し
シ
リ
ー
ズ
」
「
子

供
の
居
場
所
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
「
竹
炭
か
り
ん
と
う
」

「
サ
ン
タ
ウ
オ
ー
ク
」
「
旦
過
市
場
手
巻

き
寿
司
コ
ン
テ
ス
ト
」
な
ど
の
社
会
貢
献

活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
活
動

は
マ
ス
コ
ミ
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
県
内
や

全
国
で
表
彰
さ
れ
る
な
ど
高
い
評
価
を
受

け
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
、

学
生
た
ち
は
社
会
奉
仕
の
喜
び
を
実
感
し
、

食
の
専
門
職
と
し
て
の
視
野
を
広
げ
ま
し

た
。
本
年
度
も
地
域
に
根
ざ
し
た
大
学
と

し
て
、
さ
ら
な
る
地
域
貢
献
を
推
進
し
ま

す
。現

代
の
「
人
生
100
年
時
代
」
で
は
、
単

に
長
生
き
す
る
だ
け
で
な
く
健
康
で
充
実

し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
昨
今
の
デ
ジ
タ
ル
社
会
の

進
展
を
背
景
に
、
様
々
な
領
域
で
必
要
な

デ
ー
タ
を
収
集
・
分
析
・
解
釈
し
、
新
た

な
価
値
を
生
み
出
す
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

高
い
志
を
持
っ
た
管
理
栄
養
士
や

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
を
目
指
し
て

渡　邉　啓　一
WATANABE KEIICHI

食物栄養学部長
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九
州
栄
養
福
祉
大
学　

食
物
栄
養
学
部

九
州
栄
養
福
祉
大
学　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部

九
州
栄
養
福
祉
大
学　

こ
ど
も
教
育
学
部

九
州
栄
養
福
祉
大
学　

食
物
栄
養
学
部

九
州
栄
養
福
祉
大
学　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部

九
州
栄
養
福
祉
大
学　

こ
ど
も
教
育
学
部

東
筑
紫
短
期
大
学

東
筑
紫
短
期
大
学

令
和
７
年
４
月
に
新
設
の
「
食
環
境

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
」
で
は
、
食

と
農
、
健
康
に
関
す
る
専
門
知
識
を
学
び
、

最
先
端
の
Ａ
Ｉ
お
よ
び
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
の
技
術
を
習
得
す
る
こ
と
で
、
未
来
の

食
環
境
や
健
康
分
野
の
課
題
に
対
し
て
科

学
的
か
つ
実
践
的
に
解
決
策
を
提
案
し
、

地
域
社
会
や
世
界
の
福
祉
に
貢
献
で
き
る

人
材
を
育
成
し
ま
す
。

授
業
で
は
、
理
論
と
実
践
の
両
方
を

重
視
し
、
34
の
企
業
・
団
体
や
九
州
工
業

大
学
と
の
連
携
を
通
じ
て
、
学
生
が
自
ら

関
心
を
持
つ
分
野
で
実
践
的
な
研
究
に
取

り
組
め
る
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。
た
と

え
ば
、
最
新
の
測
定
機
器
を
用
い
て
食
事
、

運
動
、
睡
眠
が
健
康
に
与
え
る
影
響
を
多

角
的
に
分
析
し
た
り
、
急
速
冷
凍
技
術
を

活
用
し
て
新
た
な
食
の
可
能
性
を
探
っ
た

業
で
あ
る
オ
プ
テ
ィ
ム
を
創
業
し
ま
し
た
。

本
学
科
か
ら
菅
谷
社
長
に
続
く
起
業
家
が

輩
出
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

新
た
な
知
識
と
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
、

未
来
を
切
り
開
く
「
グ
ロ
ー
カ
ル
人
材
」

と
し
て
地
域
か
ら
世
界
に
羽
ば
た
く
第
一

歩
を
、
本
学
科
か
ら
踏
み
出
し
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。
学
生
一
人
ひ
と
り
の

成
長
と
挑
戦
を
、
私
た
ち
は
全
力
で
応
援

し
ま
す
。

り
で
き
ま
す
。
ま
た
、
超
高
性

能
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
ー
バ
を
用

い
た
計
算
実
験
を
通
じ
て
、
タ

ン
パ
ク
質
や
酵
素
な
ど
生
命
に

不
可
欠
な
分
子
の
構
造
や
機
能

を
解
析
し
、
機
能
性
食
品
や
医

薬
品
の
開
発
に
挑
戦
す
る
こ
と

も
可
能
で
す
。

本
学
科
の
独
自
の
取
り
組
み

と
し
て
、
学
科
棟
内
に
日
本
を
代
表
す

る
Ｄ
Ｘ
推
進
企
業
で
あ
る
株
式
会
社
オ
プ

テ
ィ
ム
（
菅
谷
俊
二
社
長
）
の
サ
テ
ラ
イ

ト
オ
フ
ィ
ス
を
設
置
し
、
ス
タ
ッ
フ
が
常

駐
す
る
こ
と
で
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や

ア
ル
バ
イ
ト
の
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
学
生
は
学
ん
だ
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
の
ス
キ
ル
を
実
際
の
仕
事
に
ど

う
活
か
し
、
収
入
を
得
る
キ
ャ
リ
ア
に
つ

な
げ
ら
れ
る
か
を
会
得
で
き
ま
す
。

こ
の
４
月
に
入
学
し
た
第
一
期
生
の
意

欲
は
非
常
に
高
く
、
食
物
栄
養
学
科
の
学

生
と
と
も
に
「
起
業
家
同
好
会
」
が
発
足

し
ま
し
た
。
今
後
、
彼
ら
が
ど
の
よ
う
な

革
新
的
な
事
業
ア
イ
デ
ア
を
生
み
出
す
の

か
、
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。
特

別
客
員
教
授
で
あ
る
菅
谷
社
長
は
、
佐
賀

大
学
在
学
中
に
現
在
の
東
証
プ
ラ
イ
ム
企

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
で
未
来
の
健
康
福
祉
社
会
に
挑
戦
！

渡　邉　啓　一
WATANABE KEIICHI

食環境データサイエンス学科長

食環境データサイエンス学科
Department of Data Science in Food Environment
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包括連携事項 

包括連携企業・団体

九州栄養福祉大学
Kyushu Nutrition Welfare University

食環境データサイエンス学科
Department of Data Science in Food Environment
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国家試験対策・取組み

食物栄養学科では、１年次からキャリア等で建学の理念である「筑紫の心」に基づいて目指す管
理栄養士像を明確にするとともに、1 日 3 問の過去問にチャレンジするなど早い段階から国家試験
に向けて取り組んでいます。

また、４年次には各専門科目担当者によるオムニバス形式のきめ細かな対策授業や月 1 回以上の
模擬試験を実施し、その結果をもとに自分の実力の確認と弱点強化を図り、実力アップにつながる
よう国家試験対策を充実させています。国家試験前の 1 月～２月にかけては、春季補講や激励会を
開催し、モチベーションのアップにつなげています。

食
物
栄
養
学
科
で
は
、本
学
の
建
学
の

精
神
で
あ
る
筑
紫
の
心「
勇
気
・
親
和
・

愛
・
知
性
」の
調
和
の
と
れ
た
人
間
性
を

育
む
こ
と
を
基
盤
と
し
て
、食
を
通
し
て

福
祉
を
実
現
で
き
る
使
命
感
を
持
っ
た
管

理
栄
養
士
の
育
成
に
務
め
て
い
ま
す
。現

在
、日
本
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
割
合

が
全
人
口
の
21
％
を
超
え
た「
超
高
齢
化

社
会
」に
突
入
し
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な

中
、平
均
寿
命
と
健
康
寿
命
に
10
年
ほ
ど

の
大
き
な
差
を
生
じ
て
お
り
、こ
の
差
を

ど
う
縮
め
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向
上
を
目
指
し
て
い

く
の
か
が
重
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。高
齢

化
の
進
行
や
生
活
習
慣
病
等
が
増
加
の

傾
向
に
あ
る
一
方
で
、人
々
の
健
康
志
向
が

高
ま
っ
て
い
る
現
代
に
お
い
て
、管
理
栄
養

士
は
、健
康
や
栄
養
な
ど
、食
の
多
様
化

や
健
康
に
関
す
る
様
々
な
課
題
の
解
決
に

き
る
の
も
本
学
の
強
み
で
す
。以
上
の
こ
と

か
ら
、本
学
で
は
社
会
の
変
化
を
適
切
に

捉
え
る
と
と
も
に
、筑
紫
の
４
つ
の
心
を

調
和
さ
せ
、地
域
社
会
の
福
祉
へ
の
貢
献

と
人
々
の
健
康
づ
く
り
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト

と
し
て
活
躍
で
き
る
人
材
の
輩
出
に
務
め

て
参
り
ま
す
。

向
け
て
対
応
で
き
る
欠
か
せ
な
い

存
在
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
管
理
栄
養
士
は
、

Ａ
Ｉ
技
術
の
発
展
に
よ
り
栄
養

関
連
の
基
礎
業
務
の
効
率
化
を

図
る
な
ど
、Ａ
Ｉ
と
の
共
存
が
求

め
ら
れ
ま
す
。Ａ
Ｉ
が
提
供
す
る

客
観
的
な
デ
ー
タ
と
管
理
栄
養

士
が
持
つ
専
門
知
識
や
栄
養
教
育
の
ス
キ

ル
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、質
の
高
い

栄
養
ケ
ア
が
可
能
に
な
っ
て
い
く
か
ら
で

す
。本
学
の
食
物
栄
養
学
部
に
今
年
度
よ

り「
食
環
境
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
」が

開
設
さ
れ
、本
学
科
に
お
い
て
も
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
に
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
Ａ
Ｉ

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
導
入
す
る
な
ど
、デ

ジ
タ
ル
社
会
の
基
礎
的
な
素
養
に
つ
い
て

も
習
得
で
き
ま
す
。ま
た
、管
理
栄
養
士

が
携
わ
る
医
療
や
介
護
、福
祉
等
の
現
場

で
は
、多
職
種
に
よ
る
チ
ー
ム
医
療
が
広

が
っ
て
お
り
、周
り
の
ス
タ
ッ
フ
と
連
携
し
、

調
整
し
な
が
ら
対
象
者
一
人
ひ
と
り
に
寄

り
添
っ
た
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。南
区
に
あ
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

学
部
と
連
携
し
、「
食
」と「
リ
ハ
ビ
リ
」を

通
し
て
人
々
の
健
康
を
支
え
る
こ
と
が
で

社
会
の
変
化
に
適
切
に
対
応
し
、

使
命
感
を
持
っ
た
管
理
栄
養
士
の
育
成
を
目
指
し
て

安　倍　ち　か
ABE CHIKA

食物栄養学科長

第39回 管理栄養士国家試験
本学合格率

86.2%
75名合格／87名受験
全国新卒合格率平均 80.1%

栄養教諭一種免許状取得
令和6年度卒 18名

食物栄養学科 Department of Food and Nutrition
食物栄養学部
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食物栄養学科 Department of Food and Nutrition
食物栄養学部

[Message] 卒業生の声

チーム医療で専門性を発揮する病院管理栄養士
医療法人 共和会 小倉リハビリテーション病院  勤務

脇山 明日香 さん
令和６年３月卒　　●北九州市立高等学校出身

私は管理栄養士として、回復期の病院に勤めています。主な業
務内容は、リハビリをされる患者様の栄養管理業務や栄養指導
です。体格や活動量に合わせた食事の提供を行い、リハビリで
最大限の力を出せるようサポートをしています。回復期は、入
院期間が長い為一人ひとりに関わる時間が多くなります。直接
患者様のもとに伺い、食事や他愛ない話をしながら栄養状態や
リハビリの状況の確認を行います。中には、様々な要因でなか
なか食べられない患者様もいます。他職種と課題点やどのよ
うな介入が必要なのか情報共有し、食事内容を検討していく
中で、「食欲が出てきた！」と徐々に食べられるようになった
り、「ありがとう」と感謝の言葉を頂いた時にやりがいを感じ
ます。また、必要に応じて患者様やご家族に栄養指導を行いま
す。同じ疾患の患者様でも生活背景に合わせた提案が出来るよ
うに意識しています。大学での学びは、沢山活かすことが出来
ます。九州栄養福祉大学は、クラス担任制の為、国家試験や就
職などの支援が手厚く、とても心強く感じました。学生同士の
距離も近く、同じ目標に向かって切磋琢磨しながら充実した学
校生活を送ることが出来ました。親身に寄り添い、夢に向かっ
て応援してくれる大学です。

行政管理栄養士として
～誰一人取り残さない健康づくりを目指して～
鹿児島県屋久島保健所  勤務

永木 美夢 さん
令和６年３月卒　　●出水中央高等学校出身

私は現在、管理栄養士として鹿児島県屋久島保健所に勤
務しています。業務内容は、健康講話や給食施設等への立
入検査、住民の方からの相談対応、関係者に対する研修会
や協議会の開催等です。保健所職員は異動がつきもので
すが、多職種の方と関わることができ、人脈も広がるため、
仕事の面でもプライベートでも充実した毎日を送ることが
できます。

保健所で働く管理栄養士の主な役割は、地域の健康課題改善に向けて効果的な事業を展開し、住民のQOLを
向上させることです。生活状況は一人一人異なるため、より細やかな支援が必要な場合は個別に対応すること
はもちろん、職場内で自然に健康になれる環境があれば、生活習慣を見直すきっかけにつながり、結果的に子
どものためにも自分の将来のためにもなるため、今年度は働き世代に対する支援を重点的に行っています。

健康講話の際に住民の方からたくさん質問をいただいたり、「効果が出てきたよ」と声をかけていただい
たりしたときはとても嬉しく、やりがいを感じます。顔を合わせて話すことはとても大切なことだと実感し
ているところです。

大学の先生方はプロフェッショナルな方々ばかりです。いろんなことに興味を持ち、たくさん質問するこ
とで、参考書だけでは分からない面白いお話をたくさん聞くことができます。大学での経験は、就職先を決
めるきっかけにもなれば、就職後も役立つときが来ます。ぜひ、大学の先生方をたくさん頼って充実した大
学ライフを過ごしてください。
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リハビリテーション学部 Faculty of Rehabilitation

今
年
４
月
に「
こ
ど
も
教
育
学
部
・
こ

ど
も
教
育
学
科
」と「
食
物
栄
養
学
部
・

食
環
境
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
」（
以
下
、

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
）が
新
設
・
開
講

さ
れ
、南
区
キ
ャ
ン
パ
ス
に
も
活
気
の
あ

る
雰
囲
気
が
伝
わ
っ
て
く
る
。北
区
５
号

館
は
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
の
校
舎
で

あ
る
が
、以
前
は
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学

部（
以
下
、リ
ハ
学
部
）の
校
舎
で
あ
っ
た

た
め
改
装
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。校
舎
内

覧
会
の
際
に
は
内
部
の
変
わ
り
様
に
驚
い

た
。ま
ず
最
近
の
Ｉ
Ｔ
企
業
の
オ
フ
ィ
ス
の

よ
う
な
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
風
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

エ
リ
ア
が
目
に
入
る
。学
生
と
教
職
員
と

の
会
話
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気
で
で

き
そ
う
で
あ
る
。講
義
室
や
実
習
室
も
リ

ハ
学
部
時
代
の
殺
風
景
で
硬
い
感
じ
の
つ

く
り
と
異
な
り
、柔
ら
か
さ
を
感
じ
る
内

も
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
に
な
ぜ
モ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
プ
チ
ャ
ー
が
あ
る
の
か
？
が

最
初
に
持
っ
た
疑
問
で
あ
る
。食
環
境
の

デ
ー
タ
と
動
作
解
析
が
結
び
つ
か
ず
困
惑

し
た
が
、学
科
と
の
連
携
企
業
の
中
に
は

ロ
ボ
ッ
ト
分
野
で
業
績
の
あ
る
企
業
も
あ

り
、モ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
プ
チ
ャ
ー
は
ロ
ボ
ッ

ト
業
界
で
も
多
く
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、そ
の
関
係
性
が
理
解
で
き
る
。今
後

の
介
護
分
野
で
の
人
手
不
足
を
補
う
た
め

の
ロ
ボ
ッ
ト
活
用
を
考
え
れ
ば
、介
護
に

必
要
な
ヒ
ト
の
動
き
を
ロ
ボ
ッ
ト
に
修
得

さ
せ
る
こ
と
は
不
可
欠
で
、現
在
の
連
携

企
業
や
九
州
工
業
大
学
と
の
共
同
研
究
・

開
発
は
学
科
の
み
な
ら
ず
大
学
の
力
に
な

る
も
の
と
考
え
る
。障
が
い
者
や
高
齢
者

の
動
作
解
析
は
リ
ハ
学
部
の
得
意
と
す

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、対
象
者
に
対
す
る
介

護
動
作
の
解
析
も
然
り
で
あ
る
。加
え
て
、

動
作
に
伴
う
力
を
計
測
す
る「
床
反
力
計

（
フ
ォ
ー
ス
プ
レ
ー
ト
）」や
活
動
筋
の
電

気
的
変
化
を
計
測
す
る「
筋
電
計
」も
設

置
さ
れ
れ
ば
正
確
で
質
の
高
い
デ
ー
タ
の

解
析
が
で
き
る
。研
究
設
備
の
充
実
を
図

る
こ
と
で
可
能
性
は
広
が
っ
て
い
く
。リ
ハ

学
部
で
は
モ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
プ
チ
ャ
ー
を
利

用
し
て
４
年
生
の
卒
業
研
究
に
取
り
組

装
で
あ
る
。５
階
の
ラ
ボ
ラ
ト

リ
ー
エ
リ
ア
で
は
高
気
圧
酸
素

キ
ャ
ビ
ン
ド
ー
ム
な
ど
最
新
の

機
器
が
整
備
入
さ
れ
て
い
る
が
、

中
で
も
興
味
を
引
か
れ
た
の
は

「
モ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
プ
チ
ャ
ー
」

で
あ
る
。文
字
通
り
人
や
物
の

動
き
を
捕
ら
え
る
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
が
、現
在
リ
ハ
学
部
に
あ

る
３
次
元
動
作
解
析
シ
ス
テ
ム
に
比
べ
れ

ば
、多
方
向
か
ら
細
か
な
動
き
を
分
析
す

る
こ
と
が
で
き
る
。ス
ポ
ー
ツ
分
野
や
医

療
分
野
で
の
利
用
度
が
高
く
、ス
ポ
ー
ツ

分
野
で
は
各
種
競
技
に
お
け
る
選
手
の

フ
ォ
ー
ム
の
解
析
や
課
題
の
抽
出
な
ど
に

用
い
ら
れ
、医
療
分
野
に
お
い
て
は
対
象

者
の
運
動
・
動
作
解
析
に
活
用
で
き
る
。リ

ハ
分
野
で
は
健
常
児
・
者
と
運
動
障
害
を

有
す
る
対
象
児
・
者
と
の
動
作
の
比
較
や

リ
ハ
治
療
実
施
後
の
動
作
の
確
認
な
ど

を
通
し
て
、治
療
・
練
習
課
題
の
抽
出
や

そ
れ
ら
の
改
善
度
や
効
果
判
定
な
ど
、得

ら
れ
た
デ
ー
タ
か
ら
多
く
の
分
析
が
可
能

で
あ
る
。エ
ビ
デ
ン
ス
が
乏
し
い
と
い
わ
れ

て
い
る
リ
ハ
治
療
へ
の
指
摘
に
い
く
ら
か

で
も
反
論
で
き
る
研
究
が
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
期
待
を
持
っ
て
い
る
。そ
も
そ

む
準
備
も
進
ん
で
お
り
、今
ま
で
の「
栄
養

と
リ
ハ
」を
テ
ー
マ
と
し
た
取
り
組
み
に
加

え
て
、デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
を
は
じ
め
、

大
学
・
短
大
の
各
学
科
や
介
護
専
攻
科
と

「
栄
養
と
運
動
」「
栄
養
と
リ
ハ
と
介
護
」

な
ど
の
テ
ー
マ
で
共
同
研
究
が
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。更
に
は
中
等

部
・
高
等
部
と
も
生
徒
の
運
動
発
達
の
視

点
か
ら
共
同
研
究
が
で
き
、野
球
部
で
は

投
手
の
ピ
ッ
チ
ン
グ
・
フ
ォ
ー
ム
、野
手
の

バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
・
フ
ォ
ー
ム
の
解
析
な
ど
甲

子
園
を
目
指
す
指
導
に
応
用
で
き
る
。各

学
部
・
学
科
の
強
み
を
結
集
さ
せ
る
こ
と

で
こ
れ
か
ら
の
新
し
い
大
学
の
方
向
性
も

示
す
こ
と
が
で
き
る
。そ
れ
に
は
、学
外
に

向
け
て
九
栄
大
で
は
こ
ん
な
勉
強
・
こ
ん

な
研
究
が
で
き
る
と
い
う
研
究
実
績
を
示

し
、高
校
生
に
は
大
学
を
、大
学
生
や
社

会
人
に
は
大
学
院
を
目
指
し
て
も
ら
う
よ

う
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。創
立
100
年
を
超
え
て
い
く
に
は
学

部
・
学
科
の
み
な
ら
ず
企
業
や
他
大
学
と

の
連
携
を
基
盤
と
し
て
大
学
の
力
を
示
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部

髙　橋　精一郎
TAKAHASHI SEIICHIRO

小倉南区キャンパス　学長補佐
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九
州
栄
養
福
祉
大
学　

食
物
栄
養
学
部

九
州
栄
養
福
祉
大
学　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部

九
州
栄
養
福
祉
大
学　

こ
ど
も
教
育
学
部

九
州
栄
養
福
祉
大
学　

食
物
栄
養
学
部

九
州
栄
養
福
祉
大
学　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部

九
州
栄
養
福
祉
大
学　

こ
ど
も
教
育
学
部

東
筑
紫
短
期
大
学

東
筑
紫
短
期
大
学

リハビリテーション学部 Faculty of Rehabilitation

今
年
度
は
小
倉
北
区
キ
ャ
ン
パ
ス
の
食

物
栄
養
学
部
に「
食
環
境
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
学
科
」が
新
設
さ
れ
、Ａ
Ｉ
や
Ｄ
Ｘ
な
ど

の
最
先
端
の
デ
ー
タ
処
理
技
術
を
活
用
し

て
、社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
を

目
指
す
新
た
な
試
み
が
始
ま
り
、そ
の
将

来
性
に
期
待
し
て
い
ま
す
。リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
学
部
で
は
、こ
の
新
し
い
学
科
と
積

極
的
に
情
報
共
有
を
図
り
つ
つ
、身
体
活

動
に
関
す
る
客
観
的
で
正
確
な
デ
ー
タ
の

有
効
な
活
用
方
法
等
を
学
ば
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
ス
ポ
ー
ツ
分
野
に
お
い
て
も

最
新
機
器
を
用
い
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
中
に

デ
ー
タ
を
蓄
積
・
分
析
し
て
、そ
の
効
果
を

常
に
検
証
し
つ
つ
、選
手
の
能
力
を
最
大
限

に
発
揮
さ
せ
る
新
た
な
方
法
の
考
案
な
ど

我
を
予
防
す
る
た
め
の
身
体
の
使
い
方
を

身
に
つ
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。こ
の
指
導

の
際
に
、セ
ラ
ピ
ス
ト
は
選
手
の
動
き
を
正

確
に
捉
え
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
装
置
と
い

う
科
学
的
な
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
根
拠
あ

る
指
導
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

セ
ラ
ピ
ス
ト
に
は
、選
手
の
能
力
を
最
大

限
に
引
き
出
す
確
か
な
知
識
と
技
術
を
備

え
た
指
導
力
だ
け
で
な
く
、選
手
と
の
信

頼
関
係
を
築
く
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
で

す
。選
手
と
の
確
か
な
信
頼
関
係
を
構
築

す
る
た
め
に
は
、選
手
の
身
体
面
だ
け
で
な

く
、精
神
面
に
も
配
慮
し
た
対
応
力
が
求

め
ら
れ
ま
す
。そ
の
能
力
を
身
に
付
け
る
た

め
に
は
、東
筑
紫
学
園
の
建
学
の
精
神
で

あ
る「
筑
紫
の
心
」で
あ
る
４
つ
の
心
が
す
べ

て
備
わ
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。私

自
身
の
臨
床
経
験
か
ら
、セ
ラ
ピ
ス
ト
に
身

に
つ
け
て
ほ
し
い
能
力
は
、他
人
の
気
持
ち

が
わ
か
る
、心
の
優
し
い
思
い
や
り
を
も
っ

て
い
る
こ
と
で
あ
り
、４
年
間
の
大
学
生

活
の
な
か
で
、ぜ
ひ
見
に
つ
け
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

現
代
の
若
者
は
面
と
向
か
っ
て
他
者
と

意
見
を
交
わ
す
よ
り
も
、メ
ー
ル
や
チ
ャ
ッ

ト
で
間
接
的
に
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と
が

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
最
新

技
術
の
１
つ
が
人
間
の
動
き
を

正
確
に
再
現（
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
）で
き
る
画
像
技
術
の
導
入

で
あ
り
、ス
ポ
ー
ツ
分
野
に
限
ら

ず
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
分
野
に

も
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
ス
ポ
ー
ツ
選

手
は
、身
体
の
部
分
的
な
怪
我

で
あ
っ
て
も
選
手
生
命
を
絶
た

れ
る
危
険
性
が
あ
り
、そ
の
代
表
的
な
怪
我

の
１
つ
と
し
て
、膝
関
節
に
あ
る
前
十
字
靭

帯
が
断
裂
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
や
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
に
多

く
発
生
す
る
こ
の
怪
我
は
、プ
レ
ー
中
の
膝

関
節
の
異
常
な
動
き
が
原
因
と
さ
れ
て
い

ま
す
。こ
の
靭
帯
が
断
裂
し
た
後
に
ス
ポ
ー

ツ
現
場
に
復
帰
す
る
た
め
に
は
、靭
帯
を

代
用
す
る
筋
や
靭
帯
を
別
の
場
所
か
ら
切

り
取
っ
て
補
強
す
る
再
建
術
を
受
け
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、手
術
後
は
過
酷
な
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
を
し
な
け
れ
ば
、元
の
ス
ポ
ー
ツ

レ
ベル
ま
で
回
復
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。し

か
し
、無
事
に
現
場
に
復
帰
し
て
も
受
傷
時

と
同
じ
身
体
の
使
い
方
を
す
る
と
、再
断
裂

し
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、怪

多
い
た
め
に
、自
分
が
発
す
る
言
葉
の
重

み
を
分
か
ら
な
い
ま
ま
伝
え
て
し
ま
っ
た

り
、誤
解
を
招
い
て
人
間
関
係
が
う
ま
く

い
か
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。最
初
は

上
手
く
い
か
な
く
て
も
、試
行
錯
誤
を
繰

り
返
し
て
い
る
と
理
想
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
が
身
に
つ
き
ま
す
の
で
、も
っ

と
積
極
的
に
他
者
と
直
接
交
流
す
る
機
会

を
増
や
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

学
生
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
向
上
す
る
た
め
に
、

大
学
で
は
伝
統
的
に「
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」と
い

う
演
習
科
目
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の

ゼ
ミ
で
は
少
人
数
で
、１
つ
の
テ
ー
マ
に
つ

い
て
話
し
合
う
な
か
で
、他
人
の
意
見
を
き

ち
ん
と
聞
い
て
質
問
し
た
り
、意
見
を
出
し

合
っ
て
切
磋
琢
磨
し
て
い
く
貴
重
な
時
間

で
す
。最
初
は
他
人
に
意
見
を
述
べ
た
り
す

る
こ
と
が
苦
手
な
学
生
で
あ
っ
て
も
、少
し

ず
つ
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
く
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
で
は
、建
学

の
精
神
で
あ
る
４
つ
の
心
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

備
え
た
う
え
で
、他
者
と
の
確
か
な
信
頼

関
係
の
構
築
で
き
る
、食
と
デ
ー
タ
に
強
い

セ
ラ
ピ
ス
ト
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

食
環
境
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

科
学
的
根
拠
を
高
め
る
デ
ー
タ
の
活
用
方
法
に
つ
い
て

石　橋　敏　郎
ISHIBASHI TOSHIRO

リハビリテーション学部長
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九
州
栄
養
福
祉
大
学

食
物
栄
養
学
部

九
州
栄
養
福
祉
大
学　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部

九
州
栄
養
福
祉
大
学

こ
ど
も
教
育
学
部

九
州
栄
養
福
祉
大
学　

食
物
栄
養
学
部

九
州
栄
養
福
祉
大
学　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部

九
州
栄
養
福
祉
大
学　

こ
ど
も
教
育
学
部

東
筑
紫
短
期
大
学

東
筑
紫
短
期
大
学

理学療法学科 Department of Physical Therapy

２
０
２
３
年
、ワ
ー
ル
ド
・ベ
ー
ス
ボ
ー

ル
・
ク
ラ
シ
ッ
ク（
Ｗ
Ｂ
Ｃ
）の
ア
メ
リ
カ
と

の
決
勝
戦
、プ
ロ
野
球
選
手
が
集
ま
っ
た

日
本
代
表
の
ロ
ッ
カ
ー
ル
ー
ム
で
、試
合

前
に
大
谷
翔
平
選
手
は「
憧
れ
る
の
を
や

め
ま
し
ょ
う
」と
メ
ン
バ
ー
に
語
り
ま
し
た
。

勿
論
、大
谷
選
手
の
言
葉
の
意
味
は「
尊

敬
す
る
な
」と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

憧
れ
す
ぎ
る
こ
と
で
、相
手
と
自
分
の
間

に「
越
え
ら
れ
な
い
壁
」を
作
る
こ
と
へ
の

警
鐘
だ
っ
た
の
で
す
。同
じ
舞
台
で
対
等
に

戦
っ
て
勝
つ
た
め
に
は
相
手
を
見
上
げ
る

の
で
は
な
く
、自
分
達
の
力
を
信
じ
よ
う

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
。し

か
し
、こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
世
界
一
を

決
す
る
と
い
う
特
別
な
場
面
で
あ
り
、通

常
は「
憧
れ
る
こ
と
」は
大
切
だ
と
思
い
ま

験
問
題
を
定
期
的
に
配
信
し
て
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
届
け
て
い
ま
す
。毎
日
コ
ツ
コ
ツ

努
力
す
る
こ
と
が
国
家
試
験
合
格
と
い
う

目
標
達
成
に
繋
が
り
、そ
の
達
成
が
自
信

と
な
っ
て
次
へ
の
目
標
に
勇
気
を
与
え
て

く
れ
ま
す
。数
々
の
目
標
を
ク
リ
ア
し
た

姿
は
、い
つ
し
か
あ
な
た
自
身
が
誰
か
の
憧

れ
に
な
る
、そ
ん
な
日
を
も
た
ら
す
こ
と
で

し
ょ
う
。

す
。な
ぜ
な
ら
、「
憧
れ
」は
目
標

を
持
つ
こ
と
の
第
一
歩
で
あ
り
、

人
が
内
面
か
ら
動
き
出
す
最

初
の
き
っ
か
け
だ
か
ら
で
す
。誰

か
の
姿
に
心
を
動
か
さ
れ
、「
あ

ん
な
ふ
う
に
な
り
た
い
」と
思

う
こ
と
、そ
れ
は「
ビ
ジ
ョ
ン
」を

描
く
こ
と
で
あ
り
、未
来
を
想

像
す
る
力
な
の
で
す
。

本
学
で
理
学
療
法
士
を
目
指
し
て
い
る

学
生
の
皆
さ
ん
に
も
、き
っ
と
憧
れ
の
理

学
療
法
士
、尊
敬
す
る
理
学
療
法
士
に
出

会
っ
た
人
が
多
い
は
ず
で
す
。是
非
、高
い

目
標
を
掲
げ
憧
れ
の
存
在
に
近
づ
い
て
く

だ
さ
い
。 

と
は
言
え
、ど
の
様
に
す
れ
ば
良

い
の
で
し
ょ
う
か
？

憧
れ
は
目
標
の
第
一
歩
と
述
べ
ま
し
た

が
、目
標
達
成
に
は
計
画
が
必
要
に
な
り

ま
す
。計
画
を
実
行
す
る
に
は
行
動
が
必

要
で
あ
り
、行
動
す
る
こ
と
は
人
生
を
変

え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。難
し
い
計
画
を
立

て
る
の
で
は
な
く
、「
千
里
の
道
も
一
歩
か

ら
」と
い
う
よ
う
に
、ど
ん
な
に
大
き
な
目

標
で
も
、ま
ず
は
小
さ
な
一
歩
を
踏
み
出
す

こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

理
学
療
法
学
科
で
は
、１
年
生
か
ら
４

年
生
ま
で
学
年
担
任
が
過
去
の
国
家
試

憧
れ
る
こ
と
の
大
切
さ

廣　滋　恵　一
HIROSHIGE KEIICHI

理学療法学科長

国家試験合格は大きな目標の通過点　　
理学療法士として働くためには国家資格の取得が不可

欠です。本学科では国家試験合格はもとより、高度な知識
技能と科学者としての目を持った専門家として障害に苦し
む方々を支えられる人材育成を大きな目標としています。

その意味で理学療法士は、生涯が勉強の連続。まずは、
「人間の体の神秘を楽しく学ぼう！」これは本学理学療法
学科の合言葉です。

本物が本物の場所で本物を育てるためのカリキュラム　　
実際のカリキュラムでは、入学直後の早朝から臨床経験を多く積めるよう

に配慮しています。また、学外から各分野のスペシャリストを講師として招き、
医療全般の実務に関わる内容が講義されます。
「本物が本物を育てる」教育環境・リハビリ発祥の地で、医療人としての自覚

を促すカリキュラムが展開されます。また、社会人としての基本的マナーなど、
医療人としての基本的な教育も、教室の内外を問わず実践します。人間性豊
かな専門家を育て上げることこそ、本学科の大きな目標です。

理学療法（Physical Therapy:PT）とは
理学療法（Physical Therapy:PT）とは、交通事故やスポーツ障害、生活習慣病や高齢化、小児疾患など身体が不自由になった

方々に対し、心身の両面から機能回復・維持をはかる医療です。身体機能・心理面・リスクなど、個々の状態を科学的にとらえ、適切な
治療方法や目的を設定することで治療を進めます。人の動きやその機能を医学的に分析・考察し、運動を治療や練習の手段として活
用する高度な医療技術のひとつです。

78名合格／82名受験
全国合格率平均 89.6%

本学合格率

95.1%

第60回 理学療法士国家試験

・園芸療法士取得 ………………… 令和6年度卒 1 0名
・パラスポーツ指導員（初級）…… 令和6年度卒 54名

リハビリテーション学部
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リハビリテーション学部理学療法学科 Department of Physical Therapy

[Message] 卒業生の声

多くの方に支えられ患者様と向き合う
医療法人 南川整形外科病院  勤務

木戸 隆介 さん
令和５年３月卒　　●九州国際大学付属高等学校出身

私が勤務する南川整形外科病院は、整形外科領
域の患者様を中心に、小学生から高齢者まで幅
広い年齢層の方々が来院されています。中でも、
ACL損傷や投球障害肩・肘など、スポーツリハビ
リテーションにも力を入れています。

私は1年目より外来スタッフとして配属されま
した。常に意識してきたのは「何より患者様に寄
り添う」ことです。知識や技術はもちろん重要で
すが、それ以上に患者様の困っていることに対し
て向き合うことが大切だと感じてきました。そう
することで徐々に「リハビリの効果が出ている
か？」という不安よりも、「患者様の改善のため
に何が必要か？」を考えるようになりました。困難に直面した際には、先輩スタッフに触診や徒手療法など
の指導をしていただき多くのサポートを受けてきました。今の自分があるのは、温かく支えてくださる職場
環境のおかげだと感じています。

大学時代の友人や、学生を第一に考え導いてくださった先生方、事務の皆様との出会いにも大変感謝して
います。大学4年間のすべての出会いと経験は私の大切な財産です。

在校生の皆さんも、ぜひ多くの人と出会い、経験を通して視野を広げてください。そしていつか臨床の現
場で、皆さんとお会いできる日を楽しみにしています。

子どもたちの生活が豊かになるために
社会福祉法人 こぐま福祉会 こぐま学園  勤務

網内 唯衣 さん
令和５年３月卒　　●東筑紫学園高等学校出身

私が勤めるこぐま学園は福岡県小郡市にあり、肢体不自由児
（者）や重症心身障害児（者）、発達障害児を対象に医療･福祉
サービスを通して、乳児からおとなの方の支援を行っています。
当園は､児童発達支援センターや生活介護事業所などがあるため、
子どもたちの生活場面にも着目してアプローチすることができ
ます。また子どもたちに関わる際には作業療法士や言語聴覚士、
保育士など多職種で連携しアプローチを行っています。

就職してから３年目になりますが、子どもたちが楽な姿勢で
過ごすことができ、自宅や保育園、学校、事業所などで楽しん
で過ごしてもらえることを大切にしています。子どもたちから
「楽しかった」という言葉を聞くことができたり、かわいい笑
顔を見ることができるととても嬉しく、毎日頑張ることができ
ています。

九州栄養福祉大学で過ごした４年間を振り返ると、実績ある
先生方から様々なことを学ぶことができた非常に恵まれた環境
であったと卒業してから感じることが多くあります。伝統ある
九州栄養福祉大学で人との出会いを大切にしながら夢に向かっ
て頑張ってください。皆様の大学生活が充実したものになりま
すよう心より応援しています。
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こ
の
春
、35
名
の
学
生
が
本
学
科
を
卒

業
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
道
へ
と
巣
立
っ
て
い
き

ま
し
た
。そ
の
う
ち
、34
名（
97.1
％
）が
見

事
、作
業
療
法
士
国
家
試
験
に
合
格
し

ま
し
た
。本
学
科
の
合
格
率
が
全
国
平
均

（
92.5
％
）を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
こ
と

は
、学
生
た
ち
の
真
摯
な
努
力
に
加
え
、

本
学
科
の
支
援
体
制
の
高
さ
を
物
語
っ
て

い
ま
す
。卒
業
生
の
皆
さ
ん
の
新
天
地
で

の
活
躍
を
心
か
ら
応
援
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、４
月
に
は
、28
名
の
新
入
生
を

迎
え
入
れ
ま
し
た
。新
た
な
目
標
に
向
か
っ

て
一
歩
を
踏
み
出
し
た
新
入
生
の
皆
さ
ん
、

ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。こ
れ
か

ら
始
ま
る
学
生
生
活
が
、実
り
多
く
、輝
か

し
い
も
の
と
な
る
よ
う
、教
職
員
一
同
、皆

さ
ん
の
成
長
を
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

で
の
実
技
演
習
、そ
し
て
地
域
の
多
様
な

医
療
・
福
祉
施
設
で
の
臨
床
実
習
を
通
し

て
、実
践
的
な
ス
キ
ル
と
幅
広
い
視
野
を

養
い
ま
す
。学
習
面
だ
け
で
な
く
、学
生
生

活
全
般
に
わ
た
る
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
体
制

も
整
っ
て
お
り
、安
心
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。あ
な
た
が
人
々
の
生
活
を
豊
か
に

し
、笑
顔
を
届
け
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
る

な
ら
、ぜ
ひ
本
学
科
で
そ
の
夢
を
形
に
し

て
く
だ
さ
い
。皆
さ
ん
と
お
会
い
で
き
る
こ

と
を
心
待
ち
に
し
て
お
り
ま
す
。

本
学
科
は
教
員
と
学
生
の
距
離

が
近
く
、質
問
し
や
す
い
環
境
で

す
。学
生
同
士
も
互
い
に
刺
激
し

合
い
、支
え
合
い
な
が
ら
学
び
を

深
め
て
い
け
ま
す
。

現
在
、作
業
療
法
士
の
ニ
ー
ズ

は
社
会
全
体
で
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

超
高
齢
社
会
の
進
展
に
加
え
、

精
神
保
健
分
野
、地
域
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
、さ
ら
に
は
小
児
・
教

育
分
野
や
産
業
分
野
な
ど
、活
躍
の
場
は

多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。病
気
や
怪
我
、発
達

上
の
課
題
な
ど
に
よ
り
生
活
に
困
難
を
抱

え
る
方
々
に
対
し
、機
能
の
回
復
・
維
持
だ

け
で
な
く
、そ
の
人
ら
し
い
生
き
方
を
支
援

す
る
作
業
療
法
士
は
、社
会
に
貢
献
で
き

る
大
変
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
で
す
。

本
学
部
は「
リ
ハ
の
番
人
・
健
康
生
活
の

番
人
」と
い
う
教
育
理
念
が
あ
り
ま
す
。こ

の
度
、世
界
作
業
療
法
士
連
盟（
Ｗ
Ｆ
Ｏ

Ｔ
）の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
基
準
を
満
た
す

認
可
校
と
し
て
、延
長
が
認
め
ら
れ
ま
し

た
。こ
れ
は
本
学
科
の
教
育
レ
ベ
ル
が
国
際

的
な
標
準
に
合
致
し
て
い
る
こ
と
の
証
明

で
あ
り
、番
人
た
る
所
以
と
な
る
も
の
で

す
。ま
た
、豊
富
な
専
門
知
識
を
持
つ
教

員
に
よ
る
質
の
高
い
授
業
に
加
え
、学
内

作
業
療
法
士
と
し
て
の
多
様
性

四　元　孝　道
TAKAMICHI YOTSUMOTO

作業療法学科長

34名合格／35名受験
全国合格率平均 85.8%

本学合格率

97.1%

第60回 作業療法士国家試験

・園芸療法士取得 …………………… 令和6年度卒 29名
・パラスポーツ指導員（初級）……… 令和6年度卒 11名

コミュニケーションの力を培う　　
効果的な治療を実現するためには、障害に苦しむ方はもち

ろん、ほかのスタッフたちとのコミュニケーションが重要です。
本科のカリキュラムではゼミナール形式のグループワークをふ
んだんに取り入れることで、専門知識を深めるとともにコミュ
ニケーション能力を身につける機会を設けています。個性を認
め大切にするのがリハビリテーションの基本です。相手の意見
を聞き、自分の意見を伝える力を培います。

真の医療人を目指す道は平坦ではない　　
入学早期から実習を通して医療の現場にふれるほか、各界の講師を招き、

幅広い内容の授業を行うなど、医療人としての確かな知識、技能、自覚を持
つための授業を幅広く展開しています。教室は、生涯を通じて優れた医療人
であるための基礎を徹底的に身につける場です。本学を卒業すれば、みなさ
んは学生ではなく一人の医療人。私たち教員にとっても同じ医療に携わる
仲間になります。そんな想いで指導しますから、中途半端は決して許されま
せん。医療人として真に優れた作業療法士を目指してください。

作業療法（Occupational Therapy:OT）とは

作業療法とは、様々な要因により日々の生活行為に困難を抱える人々に対し、その人にとって価値のある「作業」（日常生活
活動、仕事、趣味等）に焦点を当てた治療・指導・援助です。

心身の機能回復や維持、（再）作業獲得、活動しやすい環境を整えることで、その人らしい健康で幸福な生活の実現を医療・
保健・福祉・教育・就労等の幅広い領域で支援します。

作業療法学科 Department of Occupational Therapy
リハビリテーション学部
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[Message] 卒業生の声

患者様の笑顔のために
医療法人 松和会 門司松ヶ江病院  勤務

本山 実姫 さん
令和４年３月卒　　●福岡県立門司学園高等学校出身

私は現在門司松ヶ江病院で働いています。今年度から病棟異動があり、現在は認知症治療病棟を担当して
います。認知症といっても患者様によって症状や性格・趣味・家庭環境が異なるため、ひとりひとりが充実
した日々を送ることができるよう、リハビリテーション課だけでなく他職種とも連携して患者様の支援を
行っています。

長い間コロナ禍でご家族様との面会や病院行事が制限
されていましたが、今年度より行事が再開し、四月には
開院祭が行われました。各病棟の出し物では音楽に合わ
せた体操を発表し「楽しかったよ、ありがとう。」と患
者様から声をかけていただく事がありました。日々の業
務でも患者様との関わりで笑顔を引き出す事が出来た時、
やりがいを感じています。

まだまだ不慣れなことが多いですが、周囲の先輩方に
サポートしてもらいながら業務に励んでいます。

四年間の大学生活では勉強や実習、国家試験など大変
な事が沢山ありましたが、かけがえのない友人たちと出
会えた事が一番の思い出です。勉強だけでなく、遊びや
アルバイトなど充実した大学生活を送ってください。

患者様の主体的な生活の再獲得を目指して
特定医療法人社団 春日会 黒木記念病院  勤務

岩田 彩菜 さん
令和４年３月卒　　●大分県立別府鶴見丘高等学校出身

当院では急性期、回復期病棟、地域包括ケア病棟、通所リハ
ビリ、訪問リハビリを通して地域に密着した医療を提供してい
ます。

私は現在、回復期リハビリテーション病棟に勤めており、圧
迫骨折や大腿骨骨折を中心とした整形疾患や脳卒中、廃用症候
群の患者様を担当させていただいています。作業療法は患者様
の心身機能、活動、参加全てに関わる包括的なアプローチが必
要であり、病期や患者様の性格、生活歴、患者様を取り巻く環
境などにより、アプローチする比重を考えなければいけない難
しさを感じています。一方で、ADLが向上し退院後の生活につ
いて前向きな発言が出てきたときにはとてもやりがいを感じま
す。今後も他スタッフと連携を図りながら、適切なリハビリが
提供できるように心がけていきたいと思っています。また、今
年から当院では自助具などの作成を目的とした3Dプリンタを導
入しました。今後、研修への参加や試作品の作成を通して患者
様がよりよい生活を送れるよう経験を深めていきたいと思って
います。

大学生活ではたくさんの楽しさ、大変さを経験することと思います。どの経験も将来に役立つと思います。
皆さんも充実した大学生活を送れるよう心より願っております。

作業療法学科 Department of Occupational Therapy
リハビリテーション学部
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令和6年度 九州栄養福祉大学 食物栄養学部就職状況報告

就
職
指
導
課
長
　
松
　
成
　
　
　
翔

本
年
度
、
就
職
を
希
望
す
る
卒
業
生
全
員
が
出
学
後
の
進
路

を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
例
年
同
様
に
医
療
機
関
や

福
祉
施
設
、
委
託
給
食
事
業
者
な
ど
を
筆
頭
に
、
専
門
性
を
発

揮
で
き
る
業
種
が
進
路
に
選
択
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
難
関

と
さ
れ
る
公
務
員
試
験
に
お
い
て
も
、
専
門
職
で
合
格
者
を
輩

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
実
績
は
、
卒
業
生
各

自
が
学
業
と
就
職
活
動
の
両
立
に
向
け
て
懸
命
に
取
り
組
ん
だ

こ
と
に
加
え
て
、
ゼ
ミ
担
当
や
ク
ラ
ス
担
任
の
先
生
方
と
就
職

指
導
課
と
の
教
職
協
働
が
機
能
し
た
結
果
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

本
学
の
教
職
員
は
、
学
生
一
人
ひ
と
り
と
将
来
に
つ
い
て
の

悩
み
や
相
談
に
真
摯
に
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
就
職
指

導
課
で
は
多
様
化
す
る
学
生
か
ら
の
要
望
に
対
応
す
べ
く
、
年

間
を
通
じ
て
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
、

学
内
個
別
企
業
説
明
会
な
ど
就
職
支
援
に
係
る
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
の
企
画
・
運
営
に
従
事
す
る
ほ
か
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
活
用
し
た

情
報
発
信
の
最
適
化
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
併
せ
て
個
別

の
学
生
相
談
に
も
柔
軟
に
対
応
し
、
本
人
の
希
望
や
個
性
の
把

握
に
も
努
め
、
公
平
か
つ
有
益
な
支
援
が
提
供
で
き
る
体
制
を

整
え
て
い
ま
す
。

本
学
の
建
学
の
精
神
、「
筑
紫
の
心
」
に
あ
る
勇
気
・
親
和
・

愛
・
知
性
を
涵
養
す
る
人
格
教
育
を
経
験
し
た
卒
業
生
諸
君
が
、

変
化
の
激
し
い
時
代
の
中
で
も
課
せ
ら
れ
た
職
責
と
誠
実
に
向

き
合
い
、
そ
し
て
専
門
性
を
活
か
し
地
域
社
会
に
必
要
と
さ
れ

る
人
材
と
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

食
物
栄
養
学
部

公務員
専門職 朝倉市職員〔栄養士〕

講　師 講師〔福岡市立愛宕小学校〕、講師〔苅田町立南原小
学校〕

医療　
機関
・

一般
企業

専門職

（独）国立病院機構 九州グループ、（独）労働者健康安
全機構 山口労災病院、（地独）北九州市立病院機構、

（一財）福岡県社会保険医療協会 社会保険田川病
院、（一社）朝倉医師会 朝倉医師会病院、（社医財）池
友会 福岡新水巻病院、（社医財）白十字会 白十字病
院、（国大）山口大学医学部附属病院、（学）産業医科
大学 産業医科大学病院、（医）ふらて会 介護老人保
健施設やすらぎ、（医）八幡西病院、（医）森和会 行橋
中央病院、（医）井上会 篠栗病院、（医社）高邦会 （福
岡山王病院・高木病院 他）、（医社）松和会 門司松ヶ
江病院、（社医）北九州病院、（社医）陽明会 小波瀬
病院、（社福）恩賜財団済生会支部 福岡県済生会大
牟田病院、（医）泰進会 晴海歯科・矯正歯科、（医）な 
かお歯科 北九州セントラル歯科 小児歯科矯正歯
科、（医）博道会 香椎照葉こどもとママの歯科医院、

（医）優凪会 いそわき歯科、（医社）隆盛会 たかしデ
ンタルクリニック、（医）緑山会 下松中央医療介護支
援センター、（医社・社福）青藍会 ハートホーム山口、

（社福）沖縄にじの会 特別養護老人ホーム ゆがふ
苑、（社福）嘉穂の里（さくら学園・第2さくら学園 他）、

（社福）城西福祉会 特別養護老人ホームオアシスケ
ア城西、（社福）戸上福祉会 大川保育園、（社福）ルピ
ナス 岡垣中央台ほいくえん、（社福）厚生館福祉会 鳥
山翼保育園、一冨士フードサービス（株）、エームサー
ビス（株）、シダックス（株）、ナリコマグループ、日清医
療食品（株）、（株）メフォス、（株）LEOC、（学）東筑紫
学園 九州栄養福祉大学、（学）博多学園 小中一貫
校 志明館、（学）鹿児島学園 認定こども園 加治木ゆ
なの木保育園、（公財）北九州生活科学センター、福
岡県立スポーツ科学情報センター（アクシオン福岡）、

（株）レノファ山口、（株）サンキュードラッグ、（株）ド
ラッグストアモリ、（医）大信薬局

一般職

あさひ製菓（株）、極東ファディ（株）、（株）サザビー
リーグ、（株）トライアルカンパニー、（株）ピエトロ、

（株）フィネス、（株）ポオトデリカトオカツ、（株）ユー
ハイム、（株）リョーユーパン、（株）夢真ホールディング
ス、（株）MHホールディングス、（有）楽天地、筑後信
用金庫、（株）東洋信号通信社

※略称表記について
（独）＝独立行政法人、（地独）＝地方独立行政法人、（国大）＝国立大学法人、（学）＝学校法人、
（医）＝医療法人、（医社）＝医療法人社団、（社医）＝社会医療法人、（社福）＝社会福祉法人、
（社医財）＝社会医療法人財団、（公財）＝公益財団法人、（一財）＝一般財団法人、
（一社）＝一般社団法人、（株）＝株式会社、（有）＝有限会社

食物栄養学科
専門職 84%一般職 16%

就職率

100%

医療（病院等）

    31 %

施設
6%

委託給食
24%

教育機関（専門職）
公務員（講師）

【令和7年3月卒業生実績】

就職希望者数 94名
就職者数　　 94名5%

2%

公務員（専門職）

一般企業（一般職）

一般企業
（管理栄養士・栄養士）

1 %

保育園
3%

16%

12%

支援スケジュール（食物栄養学部）

4月
●�就職オリエンテーション/3年（SPI・GET検査） 

/3・4年（就職支援内容・スタッフの紹介、就職活動の進め方、自己分析方法、
履歴書の作成についてなど）

5月
●�就職対策特別講座/2・3・4年（外部講師などによる筆記・SPI〔適性検査〕・

面接の対策講座）
●マナー講座/4年（外部講師による特別講座）

7月 ●マナー講座/3年（外部講師による特別講座）

9月 ●�学内就職説明会/小倉南区キャンパス・４年（医療機関・施設・企業の採用担
当者などによる就職先情報の収集など）

10月
●�公務員試験対策講座/3年、10月頃～翌年3月（外部講師による公務員受験

指導などの対策講座）※例：外部講師によるライブ配信とアーカイブ視聴の
ハイブリッド型

1月 ●�就職ガイダンス/3年（就職活動を終えた4年生から就職活動のスケジュール
や対策方法、在学生に向けたアドバイス・メッセージなど）

※�小倉北区キャンパスでは、年間を通じて企業・各種法人からの要請に応じた「個別説明
会」を開催しています。



公務員 山口県防府市役所、下関市立市民病院

医療　
機関
・

一般
企業

専門職

【関東エリア】 鎮誠会
【関西エリア】 佐野記念病院、運動器ケアしまだ病院、国立病院
機構大阪南医療センター

【中国・四国エリア】 脳神経筋センターよしみず病院、マッター
ホルンリハビリテーション病院、山口リハビリテーション病院、
下関市立市民病院、宇部興産中央病院

【福岡県内】 北九州病院グループ（北九州安部山公園病院、北
九州八幡東病院、北九州総合病院、北九州中央病院）、北九州
市立八幡病院、東筑病院、正和なみき病院、小倉リハビリテー
ション病院、三萩野病院、健和会、原病院、済生会八幡総合病
院、芳野病院、九州鉄道記念病院、福岡みらい病院、飯塚記念
病院、小橋病院、宮田病院、北九州市立総合療育センター、しら
にた整形外科クリニック、門司松ヶ江病院、産業医科大学病院、
大川病院、宗像水光会総合病院、しもそね整形外科骨粗しょう
症クリニック、東和病院、新栄会病院、行橋記念病院、おかがき
病院、貝塚病院、長尾病院、飯塚病院、南川整形外科病院、久留
米リハビリテーション病院、穂波整形外科、済生会飯塚嘉穂病
院、田中整形外科、浅木病院、聖ヨゼフ園、久山療育園、北九州
市立門司病院、戸畑リハビリテーション病院、萩原中央病院、小
波瀬病院、医療法人社団桜会

【九州エリア】 佐藤第一病院、村上記念病院、大分整形外科病
院、川嶌整形外科病院、和田病院、中津脳神経外科病院、大分
中村病院、百武整形外科・スポーツクリニック、JCHO九州ブ
ロック（宮崎江南病院）、浦添総合病院、南部徳洲会病院

一般職 芳野病院（介護職）、Happy Crayon（放課後デイサービス）、
介護老人保健施設ピア・ハート（事務職）

進学 広島大学大学院　医系科学研究科

九
州
栄
養
福
祉
大
学　

食
物
栄
養
学
部

九
州
栄
養
福
祉
大
学　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部

九
州
栄
養
福
祉
大
学　

こ
ど
も
教
育
学
部

九
州
栄
養
福
祉
大
学　

食
物
栄
養
学
部

九
州
栄
養
福
祉
大
学　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部

九
州
栄
養
福
祉
大
学　

こ
ど
も
教
育
学
部

東
筑
紫
短
期
大
学

東
筑
紫
短
期
大
学

就職活動状況（2025年3月卒業生アンケートより）

＊第1希望内定率
　理学療法学科：88.2%	 作業療法学科：92.6%

＊受験1社目内定率
　両学科共通：70.7%　（平均受験社（病院・施設）数：1.3社）

＊福岡県内就職率　
　理学療法学科：74.7%	 作業療法学科：82.4%

＊北九州市内就職率
　理学療法学科：43.0%	 作業療法学科：61.8%

就
職
指
導
室
長
　
室
　
井
　
廣
　
大

令
和
6
年
度
の
就
職
状
況
は
、理
学
療
法
学
科
98.8
％（
80
名
中

79
名
）、作
業
療
法
学
科
97.1
％（
35
名
中
34
名
）で
し
た
。こ
の
高
い

就
職
率
は
、自
身
の
キ
ャ
リ
ア
の
第
一
歩
と
し
て
就
職
活
動
に
真
摯

に
取
り
組
ん
だ
第
11
期
生
の
努
力
の
結
果
で
す
。就
職
指
導
を
通

じ
て
、就
職
先
検
討
で
悩
む
学
生
や
、自
己
Ｐ
Ｒ
の
言
語
化
に
苦
し

む
学
生
、面
接
練
習
を
通
し
て
う
ま
く
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
ず

に
歯
が
ゆ
さ
を
感
じ
る
学
生
な
ど
、様
々
な
躓
き
の
場
面
に
接
し
て

き
ま
し
た
。そ
う
し
た
就
職
活
動
を
経
て
自
身
の
強
み
や
自
分
の

可
能
性
、職
業
観
や
こ
れ
か
ら
の
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
成
長
し
て
い
く

姿
に
頼
も
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。も
ち
ろ
ん
こ
れ
ま
で
実
習
指
導
や

講
義
、演
習
な
ど
で
本
学
の
教
育
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
病
院
、

施
設
様
か
ら
の
温
か
い
就
職
支
援
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

就
職
エ
リ
ア
を
見
て
み
ま
す
と
、昨
年
よ
り
も
福
岡
県
内
へ
の
就

職
、特
に
北
九
州
市
内
へ
の
就
職
が
増
加
し
ま
し
た
。学
部
全
体
で

は
、約
半
数
の
方
が
北
九
州
市
内
に
就
職
し
て
い
ま
す
。在
学
中
に

育
て
て
い
た
だ
い
た
北
九
州
地
域
に
学
生
た
ち
が
就
職
し
貢
献
し

て
い
く
こ
と
は
地
域
の
医
療
専
門
大
学
と
し
て
の
役
割
を
十
分
に

果
た
せ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。一
方
で
、全
国
各
地
か
ら

い
た
だ
く
採
用
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
で
き
て
い
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
は

悩
ま
し
い
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。ま
た
、一
般
職
と
し
て
公
務
員
へ
の

就
職
や
大
学
院
進
学（
２
名
）な
ど
学
生
の
進
路
の
多
様
化
も
近

年
の
特
徴
で
あ
り
、「
理
学
療
法
士
、作
業
療
法
士
の
可
能
性
」と

も
捉
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

変
化
の
激
し
い
時
代
と
い
い
ま
す
が
、人
へ
の
想
い
や
、医
療
人
と

し
て
の
倫
理
観
は
変
わ
ら
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。最
も
長
い
歴
史

を
持
つ
養
成
校
と
し
て
こ
れ
ま
で
脈
々
と
繋
が
っ
て
い
る
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
マ
イ
ン
ド
を
今
後
も
就
職
支
援
、学
生
教
育
を
通
じ
て

教
職
員
一
丸
で
伝
え
て
参
り
ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部

理学療法学科

作業療法学科

専門職 96.2%一般職 3.8%

就職率

98.8%

【令和7年3月卒業生実績】

【令和7年3月卒業生実績】

専門職 97.1%一般職 2.9%

就職率

100%
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令和6年度 九州栄養福祉大学 リハビリテーション学部就職状況報告



九
州
栄
養
福
祉
大
学　

食
物
栄
養
学
部

九
州
栄
養
福
祉
大
学　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部

九
州
栄
養
福
祉
大
学　

こ
ど
も
教
育
学
部

東
筑
紫
短
期
大
学

令
和
７
年
４
月
か
ら
九
州
栄
養
福
祉

大
学
に「
こ
ど
も
教
育
学
部
こ
ど
も
教
育

学
科（
以
下
、本
学
部
・
本
学
科
）」が
設
置

さ
れ
、新
入
生
25
名
を
迎
え
る
運
び
と
な

り
ま
し
た
こ
と
を
謹
ん
で
ご
報
告
申
し
上

げ
ま
す
。本
学
部
・
本
学
科
の
開
設
に
あ
た

り
、こ
の
度
、学
部
長
学
科
長
を
拝
命
い
た

し
ま
し
た
脇
田
哲
郎
で
ご
ざ
い
ま
す
。歴

史
と
伝
統
あ
る
本
学
の
新
た
な
学
部
と
し

て
ス
タ
ー
ト
す
る
と
い
う
重
責
に
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、こ
ど

も
た
ち
の
未
来
を
拓
く
小
学
校
、特
別
支

援
学
校
、幼
稚
園
、保
育
所
、認
定
こ
ど
も

園
の
教
員
を
目
指
す
学
生
の
育
成
に
携
わ

る
こ
と
が
で
き
る
喜
び
を
噛
み
締
め
て
お

り
ま
す
。こ
れ
も
ひ
と
え
に
、新
学
部
・
新

学
科
設
置
準
備
室
長
の
室
井
廣
一
学
長
先

生
を
は
じ
め
、学
内
外
の
多
く
の
皆
様
か

ら
の
ご
支
援
、ご
協
力
の
賜
物
と
心
よ
り

新
し
い
時
代
を
逞
し
く
生
き
抜
く
知
識
、

技
能
を
身
に
付
け
た
こ
ど
も
を
育
て
る
先

生（
知
性
）の
育
成
を
目
指
す
も
の
で
あ
り

ま
す
。こ
の
よ
う
な
先
生
を
育
成
す
る
た
め

に
、本
学
部
・
本
学
科
の
教
員
は
”筑
紫
の

心”

で
学
生
を
育
て
て
参
り
ま
す
。

本
学
部
、本
学
科
の
名
称
は「
子
供
教

育
学
部
」で
も
な
け
れ
ば「
子
ど
も
教
育

学
部
」で
も
な
く「
こ
ど
も
教
育
学
部
こ
ど

も
教
育
学
科
」で
あ
り
、全
て
の
”こ
ど
も”

を
対
象
に
研
究
し
理
解
す
る
こ
と
に
こ
だ

わ
っ
て
い
ま
す
。全
て
の
”こ
ど
も”

と
は
幼

稚
園
や
保
育
園
で
学
ぶ
幼
児
、小
学
校
で

学
ぶ
児
童
、そ
し
て
、障
害
の
あ
る
こ
ど
も

で
す
。ま
た
、外
国
ル
ー
ツ
の
こ
ど
も
や
性

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
こ
ど
も
、不
登
校
の
こ

ど
も
な
ど
様
々
な
状
況
の
中
で
懸
命
に
生

き
て
い
る
こ
ど
も
た
ち
で
す
。そ
の
よ
う
な

こ
ど
も
た
ち
が
、こ
れ
か
ら
の
時
代
を
よ
り

よ
く
生
き
る
た
め
に
は
、ど
の
よ
う
な
資

質
・
能
力
を
育
成
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う

か
。教
師
と
し
て
ど
の
よ
う
に
関
わ
れ
ば
い

い
の
で
し
ょ
う
か
。学
校
や
園
は
ど
う
あ
れ

ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。こ
の
よ
う
な「
問

い
」を
主
体
的
に
も
ち
、自
ら
進
ん
で
学
修

す
る
学
生
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
踏
ま
え
、本
年
度

の
入
学
式
に
は「
こ
ど
も
教
育
学
部
の
学

生
に
期
待
す
る
こ
と
。」と
し
て
、四
つ
の
こ

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
日
の
社
会
は
、か
つ
て
な

い
ス
ピ
ー
ド
で
変
化
し
、子

ど
も
た
ち
の
育
ち
を
支
え
る

環
境
も
多
様
化
、複
雑
化
し

て
い
ま
す
。そ
の
よ
う
な
時
代

だ
か
ら
こ
そ
、子
ど
も
た
ち

が
将
来
に
希
望
を
持
ち
、心

豊
か
に
健
や
か
に
成
長
し
て

い
く
た
め
の
確
か
な
支
援
が

不
可
欠
で
す
。本
学
は
こ
れ
ま
で
、栄
養
と

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、保
育
の
分
野
で
多

く
の
専
門
家
を
育
成
し
、地
域
社
会
に
貢

献
し
て
参
り
ま
し
た
。そ
し
て
今
、子
ど
も

た
ち
の
成
長
に
は
、栄
養
、健
康
、福
祉
、そ

し
て
教
育
が
密
接
に
関
わ
り
合
っ
て
い
る

と
の
確
信
の
も
と
、こ
れ
ら
の
知
見
を
統

合
し
た
新
た
な「
こ
ど
も
教
育
」の
必
要
性

を
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

本
学
部
・
本
学
科
は
、建
学
の
精
神 

”筑
紫
の
心”

「
勇
気
、親
和
、愛
、知
性
」

に
基
づ
く
教
育
を
、先
生
に
な
る
こ
と
を

目
指
す
学
生
一
人
一
人
に
行
い
、何
事
に
も

好
奇
心
を
持
っ
て
主
体
的
に
取
組
む
こ
ど

も
を
育
て
る
先
生（
勇
気
）、友
達
と
協
力

し
て
よ
り
良
い
社
会
を
創
ろ
う
と
す
る
こ

ど
も
を
育
て
る
先
生（
親
和
）、こ
ど
も
一
人

一
人
の
個
性
や
可
能
性
を
信
じ
、深
い
慈

し
み
の
心
で
こ
ど
も
を
育
て
る
先
生（
愛
）、

栄
養
・
福
祉
、
そ
し
て
教
育
へ　
～
こ
ど
も
教
育
学
部
新
設
の
ご
挨
拶
～

脇　田　哲　郎
WAKITA TETSURO

こども教育学部長
こども教育学科長

と
を
伝
え
ま
し
た
。一
つ
は「
学
修
や
実
習

に
常
に「
問
い
」を
も
っ
て
臨
む
主
体
的
な

学
生
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。」と
い
う
こ
と
で
す
。

二
つ
目
は「
仲
間
を
大
切
に
し
、相
互
に
支

え
合
っ
て
夢
を
実
現
す
る
学
生
で
あ
っ
て

ほ
し
い
。」と
い
う
こ
と
で
す
。そ
し
て
、三
つ

目
は「
自
分
を
支
え
て
く
れ
る
保
護
者
や

教
員
、様
々
な
方
々
へ
深
い
愛
情
を
注
げ

る
学
生
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。」と
い
う
こ
と

で
す
。最
後
に
、四
つ
目
と
し
て「
将
来
、出

会
う
こ
ど
も
た
ち
を
幸
せ
に
す
る
た
め
の

知
識
や
技
能
を
身
に
付
け
た
学
生
で
あ
っ

て
ほ
し
い
。」と
い
う
こ
と
で
す
。こ
の
よ
う

な
学
生
が
、地
域
社
会
の
皆
様
と
共
に
、子

ど
も
た
ち
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る
未
来
を
創
造

し
て
い
く
と
考
え
て
お
り
ま
す
。栄
養
・
福

祉
・
教
育
の
知
見
を
統
合
し
た
本
学
な
ら

で
は
の
学
び
が
、必
ず
や
地
域
の
子
育
て

支
援
や
学
校
教
育
の
質
の
向
上
に
貢
献
で

き
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
も
、本
学
部
、そ
し
て
学
生

た
ち
の
活
動
に
ご
注
目
い
た
だ
き
、温
か
い

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。末
筆
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、皆
様

の
益
々
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。
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こども教育学部 Faculty of Child Education
こども教育学科



®

九
州
栄
養
福
祉
大
学

食
物
栄
養
学
部

九

九
州
栄
養
福
祉
大
学

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部

九
州
栄
養
福
祉
大
学　

こ
ど
も
教
育
学
部

東
筑
紫
短
期
大
学

九
州
栄
養
福
祉
大
学　

食
物
栄
養
学
部

九
州
栄
養
福
祉
大
学　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部

九
州
栄
養
福
祉
大
学　

こ
ど
も
教
育
学
部

東
筑
紫
短
期
大
学
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九
州
栄
養
福
祉
大
学

食
物
栄
養
学
部

九
州
栄
養
福
祉
大
学

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部

九
州
栄
養
福
祉
大
学

こ
ど
も
教
育
学
部

九
州
栄
養
福
祉
大
学　

食
物
栄
養
学
部

九
州
栄
養
福
祉
大
学　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部

九
州
栄
養
福
祉
大
学　

こ
ど
も
教
育
学
部

東
筑
紫
短
期
大
学

東
筑
紫
短
期
大
学

保育学科 Preschool Education Department

本
学
保
育
学
科
は
、今
年
度
八
十
四
名
の
新
入

生
を
迎
え
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
短
大
生
活
を
迎
え
る

学
生
は
高
校
時
代
と
全
く
異
な
る
環
境
の
下
で
二

年
間
と
い
う
短
い
期
間
に
保
育
者
に
な
る
た
め
に
学

業
に
励
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。卒
業
し
、社
会
に
必

要
と
さ
れ
る
保
育
者
と
し
て
活
躍
す
る
人
財
を
養

成
し
て
い
る
の
が
本
学
で
す
。学
校
教
育
法
に
記
載

さ
れ
て
い
る
よ
う
に「
幼
児
期
の
教
育
は
、生
涯
に

わ
た
る
人
格
形
成
の
基
礎
を
培
う
重
要
な
も
の
…
。

幼
児
期
の
特
性
を
踏
ま
え
、環
境
を
通
し
て
行
う
も

の
で
あ
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
。」と
あ
り
ま
す
。

乳
幼
児
期
の
教
育
や
保
育
に
お
い
て「
二
十
一
世

紀
型
能
力
」を
育
ん
で
い
く
た
め
に
は
、家
庭
と
共

に
協
力
し
あ
い
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
肝
要
に
な

り
ま
す
。そ
し
て
幼
保
小
の
架
け
橋
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
開
発
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
れ
は
、子
ど
も
が

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
実
現
を
図
り
、一
人

一
人
の
多
様
性
に
配
慮
し
た
上
で
全
て
の
子
ど
も
に

学
び
や
生
活
の
基
盤
を
育
む
こ
と
を
目
指
す
も
の

で
す
。そ
の
よ
う
な
学
び
を
行
っ
て
い
る
保
育
学
科

の
特
徴
を
掲
げ
ま
す
。　

第
一の
特
徴
は
、建
学
の
精
神
で
あ
る「
筑

紫
の
心
」で
す
。「
勇
気
・
親
和
・
愛
・
知
性
」を

基
本
と
し
た
人
格
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。　

第
二
の
特
徴
は
、幼
稚
園
教
諭
二
種
免
許
、

保
育
士
資
格
を
は
じ
め
、認
定
ベ
ビ
ー
シ
ッ

タ
ー
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン・
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
、こ
ど
も
音
楽
療
育
士
等
の
多
く
の
資

格
取
得
で
す
。今
ま
で
地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
、

築
き
上
げ
て
き
た
本
学
科
の
先
輩
方
の
歴
史
と
伝

統
。こ
の
歴
史
と
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、幼
稚
園
、保

育
所
、児
童
養
護
施
設
等
子
ど
も
と
関
わ
る
仕
事

に
就
職
希
望
す
る
昨
年
度
の
卒
業
生
は
、全
員
就

職
で
き
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
社
会
に
貢
献
で
き
る

保
育
者
を
多
く
養
成
し
た
い
と
教
職
員
一
同
願
っ

て
お
り
ま
す
。そ
の
た
め
に
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
き
ま
す
。

第
三
の
特
徴
は
、学
園
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
、認
定

こ
ど
も
園
東
筑
紫
短
期
大
学
附
属
幼
稚
園
が
隣

接
し
て
い
ま
す
。子
ど
も
と
い
つ
で
も
関
わ
れ
ま
す
。

教
科
に
よ
っ
て
は
附
属
幼
稚
園
の
講
義
室
で
授
業

を
受
け
、園
庭
で
遊
ん
で
い
る
子
ど
も
と
触
れ
合
い
、

大
学
だ
け
で
は
学
ぶ
こ
と
の
で
き
な
い
保
育
実
践

を
行
っ
て
い
ま
す
。

少
子
化
と
、保
育
者
不
足
の
昨
今
、令
和
の
時

代
を
担
う
子
ど
も
の
教
育
に
携
わ
る
保
育
者
の
役

割
は
大
き
い
の
で
す
。多
く
の
課
題
が
あ
る
保
育
の

道
で
す
が
、全
教
職
員
と
、そ
の
課
題
に
向
か
い
合

い
保
育
の
質
の
向
上
へ
、意
欲
を
も
っ
て
共
に
努
力

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

有
意
義
な
二
年
間
の
保
育
の
道

寺　本　普見子
TERAMOTO FUMIKO

保育学科長

夢は社会に必要とされる専門性豊かな保育者
憧れの「幼稚園教諭」や「保育士」に…　　

本学科はこれからのニーズに合った社会に必要とされる保育者を養成す
る学科です。その夢を叶えるために、建学の精神「筑紫の心」を基本にし
ながら、いくつかの特色を構築しています。その一つとして、キャンパス
内にある附属幼稚園との連携を深めて、1年次から観察実習や附属幼稚園
での「環境」等の授業を実施しています。また、保育者としての学生の資
質向上や専門性を深めるために、学生が自主的に地域の保育現場に出かけ
る取り組みを行っています。さらに、実習前の学生の不安を少しでも解消
するために、教材研究や指導案の作成など、一人ひとりに寄り添ったきめ
細やかな指導を行っています。

幼稚園や保育所（園）、施設での実習を体験した学生は、「無邪気な笑顔
がかわいい」「実習を通して学ぶことが多かった」「早く保育者になりた
い！！」など、保育者としてのやりがいを感じ意欲を高めています。

専攻科（1年間）で学び介護福祉士も取得　　

本学には、保育士資格に重ねて、1年間で介護福祉士資格（国
家資格）取得を目指す養成課程「専攻科（介護福祉専攻）」の
コースが設置されています。保育学科と専攻科の3年間を通して
養われる広い視野と対人援助の知識・技術・職業意識は、様々
な課題が山積する現在の少子高齢社会において求められる専門
性です。保育学科での学びを根幹に、人の尊厳を支える倫理観
や医療的ケア・介護技術の実践力は地域社会から高い評価を得
ており、卒業生は、保育、障害児・者支援や高齢者ケアの広い
分野で活躍しています。両分野の強みを多方面で活かし、将来、
転職やキャリアアップにも有利となることでしょう。

専攻科 P24

保育学科 免許・資格取得者数令和7年3月卒業生 卒業生 113名

 ● 幼稚園教諭二種免許状 ……… 取得者数  109名
（取得率96.5％）

 ● 保育士資格 …………………… 取得者数 113名
（取得率100％）

 ● レクリエーション・インストラクター資格 … 取得者数  3名

 ● 認定ベビーシッター資格 ………………… 取得者数  34名

 ● こども音楽療育士資格 …………………… 取得者数 11名
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九
州
栄
養
福
祉
大
学

食
物
栄
養
学
部

九
州
栄
養
福
祉
大
学

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部

九
州
栄
養
福
祉
大
学

こ
ど
も
教
育
学
部

九
州
栄
養
福
祉
大
学　

食
物
栄
養
学
部

九
州
栄
養
福
祉
大
学　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部

九
州
栄
養
福
祉
大
学　

こ
ど
も
教
育
学
部

東
筑
紫
短
期
大
学

東
筑
紫
短
期
大
学

保育学科 Preschool Education Department

・幼稚園教諭二種免許状
・保育士
・レクリエーション・インストラクター
・認定ベビーシッター
・こども音楽療育士
・社会福祉主事任用資格

目標とする免許・資格

免許・資格を活かして、幼稚園・保育所（園）の保育者になることや乳児
院の保育士や認定ベビーシッターとしての家庭訪問保育も可能です。
また、18歳までの子どもたちを援助する児童養護施設や障害児支援施
設（かつての知的障害児施設、知的障害児通園施設、肢体不自由児施
設、重症心身障害児施設等）など多くの福祉施設で入所児・者を支援す
る仕事を担当することもできます。

将来の職場

[Message] 卒業生の声

子どもたちとの生活
児童養護施設 門司ヶ関学園  勤務

藤井 夕萌 さん
令和５年３月卒　　●福岡県立小倉南高等学校出身

東筑紫短期大学保育学科を卒業して２年が経ちました。私は幼少
期から子どもと関わる仕事がしたいとおもっており、本学に入学しまし
た。短大生活を振り返ると、楽しいこともたくさんありましたが、「きつい」

「つらい」と思うこともたくさんありました。授業や実習に追われる毎日。
そんな日々を乗り越えられたのも、苦楽を共にした友人や、私達のこと
を熱く思ってくださる先生方の支えがあったからです。

そんな先生方のおかげで、卒業することができ現在は児童養護施設で働いています。幼児から高校生と幅広い児童が
過ごしています。私は学童の女子グループに所属しています。今年から地域小規模化し、１つの家で５人の子ども達と過ご
しています。１年目では、子ども達とのコミュニケーションの図り方にとても悩みました。小学生とは一緒に遊んだり、色々
な話ができても、中高生とは思春期ということもあり、なかなか距離を縮められなかったり、逆に歳が近いため距離感が近
くなりすぎたりすることもありました。他にも、指導をする上でどう伝えるべきかと試行錯誤しながら、子どもと向き合い、先
輩の先生方に相談して方法を見つけ、身につけていけるよう努力しました。今でも試行錯誤の毎日です。子ども達が自律し
た生活を送り、夢や目標を叶えて自立できるようにサポートし、自分自身も成長できるように頑張っていきたいです。

笑顔溢れる保育
学校法人 浅野学園 尾倉幼稚園  勤務

山本 萌乃 さん
令和５年３月卒　　●九州国際大学付属高等学校出身

私は現在、幼稚園教諭として３年目を迎えています。幼い頃からの夢を叶え、
この道に進みました。大学では保育の基礎から、様々な遊びや学び、さらに保
護者対応や電話対応といった実践的なことまで幅広く学びました。

昨年からの持ち上がりで、今年は年中組の担任をしています。子どもたちの
めざましい成長を間近で見守り、彼らと共に自分自身も成長できるこの仕事
は、本当に素晴らしいと感じています。保育の仕事には確かに大変な側面も
ありますが、それ以上に子どもたちの笑顔や成長から得る喜びは何より大き
く、毎日がとても楽しいです。これからも子どもたちと笑い合いながら、豊かな
日々を過ごしていきたいです。

そして、特に皆さんに伝えたいのは「園見学の大切さ」です。私自身、今の幼稚園には一日見学に行き、園の雰
囲気や園長先生の教育方針を肌で感じることができました。実際に足を運んだことで、自分に本当に合った園を
見つけることができ、そのおかげで充実した毎日を送っています。ぜひ皆さんも積極的に園見学に行き、ご自身に
とってベストな園を見つけてください。

これから保育者を目指す方々へ。大変なこともありますが、それ以上に得るものの多い、やりがいのある仕事で
す。素敵な保育者になれるよう、応援しています！
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食物栄養学科 Food and Nutrition Department

・栄養士　
・栄養教諭二種免許状
・医療秘書実務士　
・フードスペシャリスト
・美容栄養学専門士
・食品安全検定
・日商PC検定（文書作成）

栄養士として、病院や小学校、さらに企業の社員食堂の調理担当、保
育所や老人保健施設・特別養護老人ホームでの献立作成など、広範
囲な食に関わる職場で能力を発揮することができます。
また、病院・医院で医療事務スタッフとしての仕事と栄養管理・栄養指
導の役割を兼ねれば、専門職としての高い評価を受けることでしょう。
加えて、美容業界での新しい栄養士の役割として「美容サロン」

「フィットネスジム」「化粧品販売アドバイザー」など、幅広い分野で
活躍することができます。

目標とする免許・資格 将来の職場

東
筑
紫
短
期
大
学
食
物
栄
養
学
科
は
、創
設

70
年
に
及
ぶ
長
い
歴
史
と
伝
統
を
も
ち
、北
九

州
唯
一の
養
成
短
大
と
し
て
実
践
的
な
栄
養
士

の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。卒
業
生
の
多
く
が
栄

養
士
・
管
理
栄
養
士
と
し
て
病
院
、福
祉
施
設
、

教
育
機
関
な
ど
に
勤
務
し
、健
康
づ
く
り
の
担

い
手
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

本
学
科
の
特
色
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。ま

ず
一つ
目
に
、実
験
実
習
を
多
く
取
り
入
れ
、実

学
教
育
を
中
心
と
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
取
り

入
れ
て
い
る
こ
と
。二
つ
目
に
、ク
ラ
ス
担
任
制

に
よ
る
学
生
へ
の
き
め
細
か
な
指
導
を
行
っ
て

お
り
、学
生
と
教
員
の
距
離
が
近
い
こ
と
。三
つ

目
に
、｢

栄
養
士
免
許｣

だ
け
で
な
く
、学
校
の

教
員
で
あ
る｢

栄
養
教
諭
二
種
免
許｣

や
医
療

関
係
の｢

医
療
秘
書
実
務
士
資
格｣

、食
品
の
知

識
を
生
か
し
た｢

フ
ー
ド
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
資
格

｣

な
ど
多
数
の
ラ
イ
セ
ン
ス
が
取
得
で
き
る
こ
と
。

四
つ
目
に
、九
州
栄
養
福
祉
大
学
３
年
次
へ
の

編
入
制
度
が
あ
る
こ
と
。五
つ
目
に
、学
費
を
全

額
・
半
額
免
除
す
る｢

特
待
生
制
度｣

を
導
入
し

て
い
る
こ
と
で
す
。

加
え
て
、令
和
８
年
度
入
学
生
よ
り
、新
た
に

｢

美
容
栄
養
学
専
門
士｣

の
資
格
取
得
を
可
能

に
し
ま
し
た
。身
体
の
中
か
ら
キ
レ
イ
を
つ
く
る

ノ
ウ
ハ
ウ
を
も
ち
、健
康
づ
く
り
の
観
点
か
ら
人

の
美
を
考
え
る
力
を
養
っ
て
い
く
こ
と
が
出
来

る
栄
養
士
を
育
成
し
ま
す
。

本
学
科
は
栄
養
士
と
し
て
の
就
職
率
が
全
国

の
短
大
と
比
較
し
て
高
く（
約
８
割
）、全
体
と

し
て
の
就
職
率
も
近
年
連
続
100
％
の
実
績
を
堅

持
し
て
い
ま
す
が
、｢

美
容
栄
養
学
専
門
士｣

の

資
格
導
入
に
よ
り
、栄
養
士
と
し
て
の
就
職
の

幅
が
さ
ら
に
広
が
る
と
考
え
ま
す
。

｢

食
べ
る
こ
と
は
生
き
る
こ
と｣　

毎
日
の
食

事
で
食
べ
た
も
の
が
栄
養
と
な
っ
て
身
体
を
つ
く

り
、人
生
を
つ
く
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

本
学
科
に
お
け
る
特
色
あ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
体
系
的
に
進
め
、学
生
の
皆
さ
ん
が
、栄
養
士

と
し
て
の
実
践
的
な
知
識
や
多
様
な
技
術
を
修

得
す
る
と
と
も
に
、本
学
の
建
学
の
精
神
で
あ

る
勇
気
・
親
和
・
愛
・
知
性
が
調
和
し
た「
筑
紫

の
心
」の
豊
か
な
人
間
性
を
育
み
、学
生
生
活
に

お
い
て
充
実
し
た
学
び
が
で
き
る
よ
う
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。

幅
広
い
知
識
を
備
え
た
実
践
的
な

栄
養
士
の
育
成 

―
新
た
な
栄
養
士
資
格
の
導
入
―

食物栄養学科 免許・資格取得者数令和7年3月卒業生 卒業生 69名

 ● フードスペシャリスト資格認定試験 
                …………………… 合格者 8名／受験者 8名

 ● 専門フードスペシャリスト ……………… 合格者 3名

 ● 栄養士免許 …………………………… 取得者数 66名
（取得率95.7％）

 ● 栄養教諭二種免許状 ………………… 取得者数 13名
 ● 医療秘書実務士 ……………………… 取得者数  23名

小学校や病院などで臨機応変な実践力を　　

栄養士の免許取得のための実習は小学校での学校給食実習の他に
学生自身が自分の将来の就職先を考え、福祉施設や事業所病院などか
ら選択して一週間の実習を体験します。たとえば、病院実習では患者
さんの年齢や症状に適した治療食の献立作成や管理栄養士による食事
指導の見学など、実践の場での栄養士としての応用力を養います。

栄養と美容の知識をもった人材を育成　　

国家資格である「栄養士」は献立作成、栄養指導、大量調理が主な仕事であ
るとイメージされていますが、美容業界でも需要が高い職種だと言えます。
「美容栄養学専門士」の資格取得により、栄養と美容の両方の知識から新た

な流行やビジネスに携わることができます。このように、プラスαの資格を取
得し、目指すべき職業としての幅を更に広げることができます。

土　谷　政　代
TSUCHIYA MASAYO

食物栄養学科長
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食物栄養学科 Food and Nutrition Department

[Message] 卒業生の声

笑顔を拓く学び
山口県長門市立日置中学校  勤務

佐藤 百華 さん
令和６年３月卒　　●山口県立下関北高等学校出身

私は現在、山口県長門市にある中学校で栄養教諭として
働いており、学校給食の献立作成や衛生管理などの給食
管理と、学級活動や給食の時間に食育の授業を行ってい
ます。長門市の学校給食はセンター方式のため、市内にあ
る他の学校にも学期に一度は訪問し、給食指導や授業を
行う巡回指導を行っています。その際に関わった子どもた
ちが、笑顔で｢給食美味しかったよ！｣と声をかけてくれるの
がとても嬉しく、やりがいを感じることができます。

食物栄養学科の魅力は、実習・実験が多く幅広い分野を
学べるカリキュラムとなっているところです。座学だけでなく、
実際に体を動かして体験的に学ぶ機会が豊富なので、知
識だけでなく実践力も自然と身につきます。この学科で学ん
だ経験と幅広い知識、積極性は、仕事をする上で私の自信
となり、生活の糧にもなっています。また、先生との距離が
近く、学生生活や就職活動など、先生方が親身になってサポートしてくれます。私も様々なことに挑戦し、日々成長
を感じられる２年間を過ごすことができました。

この学科での学びは皆さんの未来を切り拓く力になるはずです。皆さんも是非この学科でたくさんの経験を積
み、自分らしい道を見つけてください。

失敗を恐れず進むために
北九州病院グループ 北九州小倉病院  勤務

野村 朋充 さん
令和６年３月卒　　●東筑紫学園高等学校出身

私は現在、北九州小倉病院で栄養士として働いています。
主な業務内容は、患者様の病状に合わせた食事づくりです。
北九州小倉病院は北九州病院グループの中では、病床数

こそ少ないですがグループで唯一人間ドックを行っており、何
度も試作を重ね季節を感じるドック食を提供しています。患者
様の食事は、形、粗、ケア、移行、ペーストといった形態で分か
れており、さらに糖尿病や高血圧などの治療食やアレルギー
などの個別対応を行っています。喫食時間二時間前以内に調
理、盛り付け、配膳を完了しなければなりません。

在学中に学んだ腎臓食のたんぱく質制限や糖尿病の糖質制限は今でも調理をする際に役立っています。腎臓
食は肉の部位を変えたり、ご飯をゆめごはんというたんぱく質が大幅に制限されたご飯に置き換えています。糖尿
病食は、砂糖を低カロリー甘味料のマービーに置き換えデザートやちらし寿司を作っています。

実際に入職して、時間内に作業が終わらなかったり、調理ミスをしてしまったりと初めての献立ばかりで不安な
毎日でしたが、職場の方々に助けてもらって頑張ってきました。慣れない新しい業務をする際も、忙しい中で私の
作業に気を配って頂き、アドバイスやご指導をいただきました。失敗は怖く、自身で解決しなければと思っていまし
たが、頼ってほしいという職場の方々の思いを知り些細なことでも前もって助言を求めに行くようになり、今はたく
さん質問するように心掛けています。

私は、管理栄養士としてキャリアアップできるよう日々全力で業務に取り組んでいます。社会に貢献できる栄養士
になれるように一緒に頑張りましょう。
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専攻科 Postgraduate Course

本
学
は
、少
子
高
齢
社
会
の
課
題
を
見
据
え
、保
育
士

と
介
護
福
祉
士
の
両
資
格
を
有
す
る
人
材
育
成
を
志
向

し
、２
０
０
２
年
に
専
攻
科（
介
護
福
祉
専
攻
）を
設
置

し
ま
し
た
。保
育
士
資
格
取
得
者
が
、一
年
間
で
、介
護
福

祉
士
の
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
が
ね
ら
い
で
す
。

専
攻
科
設
置
か
ら
23
年
、社
会
状
況
は
刻
々
と
変
化

を
遂
げ
て
い
ま
す
。高
齢
化
率
が
29
％
を
超
え
る
一
方
で

子
ど
も
の
数
は
減
少
の
一
途
を
た
ど
り
、令
和
５
年
の
出

生
数
が
約
72
万
で
あ
っ
た
こ
と
は
大
き
な
話
題
と
な
り
ま

し
た
。要
介
護
の
高
齢
者
や
障
害
者
、医
療
的
な
ケ
ア
が

必
要
な
子
ど
も
た
ち
は
増
加
し
、そ
の
ニ
ー
ズ
は
多
様
か

つ
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。他
方
、新
た
な
潮
流
と
し
て
、革

新
的
な
情
報
技
術
の
発
達
が
私
た
ち
の
生
活
を
劇
的
に

変
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。介
護
福
祉
の
現
場
に
お
い
て
も
、Ａ

Ｉ
を
活
用
し
た
福
祉
用
具
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム

の
導
入
が
促
進
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
間
、介
護
福
祉
士
の

養
成
課
程
で
は
、二
度
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
正
が
あ
り
ま

し
た
。介
護
職
に
お
け
る
中
核
的
機
能
や
地
域
の
役
割
が

明
示
さ
れ
、リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
や
災
害
対
策
の
判

断
力
を
含
む
、高
い
知
識
と
技
術
、専
門
職
意
識
が
必
要

と
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
時
代
の
要
請
に
即
し
て
、専
攻
科
で
は
柔

軟
な
教
育
活
動
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。様
々
な
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
力
を
養
う
学
外
研
修
を
は
じ
め
、視
野
を
広
げ

る
授
業
の
導
入
等
、新
し
い
学
び
を
届
け
る
教
育
活
動
を

重
視
。ま
た
、他
大
学
と
の
研
究
発
表
や
多
世
代
と
の
交

流
活
動
を
通
し
て
社
会
性
や
貢
献
意
識
を
育
ん
で
い
ま

す
。少
人
数
制
の
利
点
を
存
分
に
活
か
し
て
、学
生
支
援

や
就
職
活
動
、国
家
試
験
対
策
に
つ
い
て
手
厚
く
サ
ポ
ー

ト
し
、介
護
実
習
施
設
と
の
連
携
で
は
現
場
に
即
し
た
実

習
指
導
も
実
現
し
て
い
ま
す
。本
科
に
進
学
し
た
学
生
は
、

い
ろ
い
ろ
な
立
場
を
理
解
で
き
る
幼
稚
園
教
諭
、保
育
士

に
、ま
た
、音
楽
活
動
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
企
画
が
で
き

る
介
護
福
祉
士
へ
と
、裾
野
の
広
い
人
材
に
育
っ
て
い
き

ま
す
。

１
年
間
と
い
う
短
い
時
間
の
な
か
で
、学
生
た
ち
は
温

か
い
人
の
心
を
学
び
な
が
ら
、自
分
た
ち
の
人
生
経
験
を

超
え
た
状
況
下
の
支
援
策
に
つ
い
て
、悩
み
、考
え
な
が

ら「
支
え
る
人
」に
成
長
し
ま
す
。こ
の
成
長
は
、保
育
学

科
と
専
攻
科
の「
３
年
間
の
学
び
の
か
た
ち
」で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。保
育
学
科
の
乳
幼
児
の
学
び
に
続
く
、そ
の

先
の
人
生
を
支
え
て
い
く
介
護
福
祉
の
学
び
は
、学
生
た

ち
の
年
齢
を
優
に
超
え
て
、想
像
と
創
造
の
連
続
で
す
。そ

の
プ
ロ
セ
ス
の
な
か
で
、個
々
の
潜
在
力
が
引
き
出
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。専
攻
科
の
１
年
間
は
豊

か
な
成
長
が
で
き
る
魅
力
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。皆
さ
ん
、

ぜ
ひ
一
緒
に
、有
意
義
な
学
生
生
活
を
送
り
ま
せ
ん
か
。

専
攻
科（
介
護
福
祉
専
攻
）の
豊
か
な
学
び
を
実
感

寺　本　普見子
TERAMOTO FUMIKO

専攻科（介護福祉専攻）長

・介護福祉士
・福祉住環境コーディネーター　2級・3級
（当検定試験のための対策授業があります）

・介護保険施設
・グループホーム、居宅サービス、病院
・障がい者（児）支援施設
・保育所、児童福祉施設
・幼稚園　など

目標とする免許・資格

将来の職場

[ 専攻科（介護福祉専攻）出願資格 ]
・保育士資格を取得している方
・2026年（3月）までに保育士資格を取得見込みの方

第37回
介護福祉士国家試験

本学合格率

100%
13名合格／13名受験
全国合格率平均 78.3%
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専攻科 Postgraduate Course

[Message] 卒業生の声

職業選択の幅が大きく広がる2つの資格　　

保育士資格をお持ちの方は、１年間で介護福祉士の国家
資格取得を目指すことができます。児童福祉分野の専門性
に加えて、高齢者や障がい者の介護福祉を学ぶことにより、
幅広く職種を選択することができます。社会に求められる
二つの国家資格は、将来長く多方面で活かされ、転職や自
分の可能性を広げることができます。

いま求められている介護福祉の専門家たち　　

高齢者や障害者、子どもたちを取り巻く環境には様々な課題があります。
本科は、子どもの育成と高齢者・障害者福祉の課題に貢献できる保育士資格を持つ

介護福祉士を育成しています。本学は、保育学科の伝統を踏まえ、専攻科（介護福祉
専攻）を設置しています。社会情勢の変化により、介護福祉士を取り巻く環境は変化
し、保育の現場や在宅においても障がい児への支援が求められています。講義や演習、
実習、学外研修等を通して、その人らしさを支える豊かな人間性を備えた保育士と介
護福祉士の専門家を育んでいます。将来、子どもから高齢者の笑顔を支え、地域社会
へ貢献できる人材として活躍していくことができます。

ご利用者の笑顔がやりがいに
（株）プロデュース グループホームきらめき本城  勤務

古賀 彩香 さん
令和６年３月卒　　●福岡県立八幡中央高等学校出身

私は専攻科を卒業後、介護福祉士として(株)プロデュース　グループホー
ムきらめきで認知症の方の生活を支援しています。ご利用者様のなかには、ご
自身のお気持ちやしたいことを言葉にすることが難しい方もおられるため、どう
すれば一人ひとりの思いを汲み取ることができるのか、試行錯誤の日々を送っ
ています。そのような毎日のなかで、喜んでいただけるケアを考え実践した際に、

「ありがとう」と笑顔で言って頂けた時は、言葉がなくても気持ちが通じたよう
に感じ、とても嬉しくなります。もっと頑張りたいと、やりがいを感じる日々です。

また、日常生活のケアに加え、季節の行事やレクリエーションを一緒に行う際に見られるご利用者様の笑顔も私
の励みになっています。ご利用者様それぞれに合った活動内容を考えることはとても難しいのですが、保育学科で
学んだ知識と実践力が大変役立っています。

専攻科はクラスの人数が少なく、先生との距離も近いため、質問や相談がしやすい環境でした。講義や実技演
習や実習だけでなく、授業中に介護現場での経験談なども、たくさん話して下さいましたのでとても勉強になりまし
た。卒業後も勤務先でのことなど、在学中と変わらずいつも、親身になって相談にのって下さいます。

介護の知識を活かした保育
社会福祉法人 専城会 専城乳児保育園  勤務

大田 清楓 さん
令和６年３月卒　　●福岡県立門司大翔館高等学校出身

私は、社会福祉法人専城会専城乳児保育園で働いています。現在は、０歳
児クラスを担当していて子ども達や先生方から沢山の学びがあり、充実した毎
日を送っています。

実際に保育園で働くなかで保育と介護は共通点が多い職業だと実感して
います。専攻科で様々なコミュニケーション方法やレクリエーションを学び、介
護の実習では利用者の方の気持ちを尊重することを特に心掛けていました。
保育園で働いている現在も専攻科での経験を活かし、子ども達の気持ちを考
えて言葉かけをしたり、介助をしたりするように心掛けています。また、専攻科
では高齢者への介護技術だけではなく、子どもの障害や病気などについても学ぶことができます。障害や病気の知
識があることで、保護者の方にも安心してもらえることが強みだと思っています。

就職した当初は、分からないことだらけで不安ばかりの毎日でしたが、優しく指導して下さる先輩方に支えられ
て楽しく働くことができています。専攻科で学んだことや実習での経験全てが現在にとても役に立っていると感じ
ており、専攻科に進学して本当によかったと思っています。これからも様々な経験をさせてもらえる環境に感謝し、
子ども一人ひとりに寄り添う保育を実践できるよう努力していきたいと思っています。
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令和6年度 東筑紫短期大学 就職状況報告 

就
職
指
導
課
長
　
松
　
成
　
　
　
翔

本
学
で
は
、
設
置
す
る
各
学
科
・
専
攻
科
の
特
性

を
活
か
し
な
が
ら
専
門
性
の
習
熟
だ
け
に
と
ど
ま
ら

な
い
、
建
学
の
精
神
で
あ
る
「
筑
紫
の
心
」
に
あ
る

勇
気
・
親
和
・
愛
・
知
性
の
四
領
域
の
調
和
・
統
合

を
目
標
と
し
た
人
格
教
育
に
も
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。本

年
度
に
お
い
て
も
希
望
す
る
全
て
の
卒
業
生
が

就
職
と
い
う
進
路
に
到
達
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
卒
業
生
一
人
ひ
と
り
の
努
力
の
結
果
で
あ

る
と
同
時
に
、
各
ク
ラ
ス
担
任
の
先
生
方
と
就
職
指

導
課
が
緊
密
に
連
携
す
る
な
ど
、
教
職
員
が
一
丸
と

な
っ
て
支
援
す
る
教
職
協
働
の
成
果
で
あ
る
と
も
認

識
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
就
職
指
導
課
で
は
多
様
化
す
る
学
生
か
ら

の
要
望
に
対
応
す
べ
く
、
年
間
を
通
じ
て
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
や
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
学
内
個
別

企
業
説
明
会
な
ど
就
職
支
援
に
係
る
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
の
企
画
・
運
営
に
従
事
す
る
と
と
も
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

利
活
用
し
た
情
報
発
信
の
最
適
化
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
併
せ
て
個
別
の
学
生
相
談
に
も
柔
軟
に
対

応
し
、
本
人
の
希
望
や
個
性
の
把
握
に
も
努
め
、
公

平
か
つ
有
益
な
支
援
が
提
供
で
き
る
体
制
を
整
え
て

い
ま
す
。

変
化
の
激
し
い
時
代
の
中
で
も
、
卒
業
生
諸
君
が

本
学
で
学
ん
だ
専
門
知
識
と
豊
か
な
人
間
性
を
発
揮

し
地
域
社
会
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
人
材
へ
と
飛
躍
し

て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

保育学科
全国的な少子化の中、専門職の強みを大いに発揮し高い就職率を上げることができました。これも偏に本学の教育にご理解を頂き、採用して頂いた
保育園、幼稚園、施設、企業の皆様のお蔭と弁え、ますます教育に力を入れていきたいと考えています。また、卒業生が様々な職場で活躍してくれ
ていることも、この結果に繋がっていることを理解し感謝致しております。こうした要因のある中、学生一人ひとりの地道な努力と本年の卒業生が
本学で学んだ専門知識・技術や経験を十分発揮し、社会貢献してくれることを切に祈っております。

専門職 99%

就職率

100%
保育園・
保育施設
  45%

幼稚園 
29%

認定こども園
        16%

【令和7年3月卒業生実績】
就職希望者数　 91名
就職者数　　　 91名

  8%
福祉施設

1 %公務員

1 %一般企業
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公務員 築上町職員（会計年度任用職員）※保育士（築城保育所）

医療　
機関
・

一般
企業

（学）東筑紫学園 認定こども園東筑紫短期大学附属幼稚園、（学）あお
ば学園 認定こども園 あおば幼稚園、（学）川江学園 認定こども園 お
宮の里幼稚園、（学）北部学園 幼保連携型認定こども園 ほくぶ幼稚園、

（社福）和泉会（認定こども園 コスモス・ときいろ 他）、（社福）江松会 
認定こども園 花園保育園、（社福）慈恵会 ほほえみこども園、（社福）杉
の実福祉会 認定こども園 杉の実保育園、（社福）長浜会 認定こども園 
長浜保育園、（社福）二葉会 砂山こども園、（社福）みそら会 みそらこど
も園、（社福）わおん会 認定こども園 いちごいちえん、（学）浅野学園 尾
倉幼稚園、（学）育徳学園 フレンズ幼稚園、（学）円通学園 森林幼稚園、

（学）斧山学園 穂波幼稚園、（学）黒木学園 徳力団地幼稚園、（学）恵
光学園 くさみ幼稚園、（学）光寿学園 百道ベビーガーデン保育園、（学）
浄暁学園 あかつき幼稚園、（学）真観学園 霧ヶ丘幼稚園、（学）真観学
園 下上津役幼稚園、（学）ぜんりょう学園 でんき幼稚園、（学）高城学
園 苅田みどり幼稚園、（学）田原学園 浜町幼稚園、（学）徳力学園 山の
手学院幼稚園、（学）成松学園 成松幼稚園、（学）仁科学園 天心幼稚
園、（学）豊国学園 小倉瞳幼稚園、（学）ひかり学園 曽根ひかり幼稚園、

（学）むつみ学園 むつみ幼稚園、（学）村端学園 志井幼稚園、（社福）北
九州市福祉事業団（到津保育所、若園保育所、永犬丸保育所）、（社福）
北九州市保育事業協会（北方保育所）、（社福）北九州市小倉社会事業
協会（城野保育園、三萩野保育園）、（社福）北九州市門司民生事業協会

（古城・藤松・NINARUふじまつ保育園、清滝保育園 他）、（公財）北九
州YMCA、（財）鉄道弘済会  戸畑保育所（わかば園）、（社福）いずみ保
育園、（社福）いわき福祉会（さんろくこども園・てんらいじ保育園・はつ
ね保育園 他）、（社福）きずな のあ保育園、（社福）葛原会 葛原保育園、

（社福）薫風会 ICHIGO、（社福）宏隆会 日豊保育園、（社福）正善寺福
士会 神岳保育園、（社福）真照会 則松保育園、（社福）清琴福祉会 花
かご保育園、（社福）筑風会（あけぼの保育園・福浜保育園）、（社福）頓
野児童福祉会（ポッポ保育園・下境保育園・福智中央保育園 他）、（社
福）日昇会 浅川保育園、（社福）豊徳会（みろく園・第二みろく園 他）、

（社福）鳳雲会 金田保育園、（社福）宝林会 宇島保育園、（社福）穂波
学園（まどか園・穂波学園・笠置寮・れいんぼう 他）、（社福）めぐみ会 到
津乳児保育園、（社福）ゆうこう会 慶興保育園、（社福）緑和会（Kids 
House Kokuwa 他）、（株）紬～つむぎ～ 紬木保育園、（株）ポピンズ、

（株）LITALICO、託児所マミー、（一社）ゆうき、（株）smile、（株）晴天 
放課後等デイサービス 星の子、（株）オリオンカンパニー 放課後等デイ
サービス つばめ、（株）ニチイ学館、（株）ワークワンズ（児童発達支援・
放課後等デイサービス ブロッサムジュニア）、（社福）カトリック社会事
業協会 児童養護施設 聖小崎ホーム、（社福）北九州あゆみの会、（社
福）中部少年学院、（社福）双葉会 児童養護施設 双葉学園みのり、（社
福）鳳雲会 北九州乳児院、（株）MIRAI ミライホーム北九州、大黒天物
産（株）

進学 （学）東筑紫学園 東筑紫短期大学 専攻科（介護福祉専攻）

《教育懇談会風景》
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食物栄養学科
食について専門性の高い教育を行い、人間にとって重要な食分野で社会的貢献のできる
人材の育成に力を入れています。そして社会人になるにあたり、資格を持つということは
単に就職という一時点の優位性だけではなく、生涯に及んでその人の人生を豊かで可能
性の高いものにしてくれると理解できるように教育を行っています。また、自分の将来性の
方向をその資格の範囲でしか見ず、針の穴から覗くような、狭い価値観で就職活動をする
ことにならないように、就職指導課では支援し、その結果、学生は社会性がありコミュニ
ケーション能力を兼ね備えた人材として多くの内定を勝ち取りました。

専門職 91%

就職率

100%
栄養士・調理職・栄養教諭
         78%
栄養士・調理職・栄養教諭
         78%

医療事務
  13%
医療事務
  13%

一般職　
 9%

【令和7年3月卒業生実績】
就職希望者数　 54名
就職者数　　　 54名

専攻科
全員が介護福祉士の資格を取得し、希望の介護福祉関係の職場に就職することが
できました。
高齢化社会での福祉の担い手として活躍してくれることを楽しみに、今後も地道な
教育を行い、福祉の世界で社会的貢献のできる人材を育成して参ります。

進学・編入学など

就職率

100%
福祉施設
75%

認定こども園・幼稚園　　　　　
 17%

その他（放課後等デイサービス）

8%

【令和7年3月卒業生実績】

就職希望者数　 12名
就職者数　　　 12名

（学）東筑紫学園 九州栄養福祉大学
　　　食物栄養学部 食物栄養学科 ............. ７名

（学）福原学園 九州女子大学
　　　家政学部 栄養学科 .......................... ３名

（学）東亜大学学園 東亜大学
　　　医療学部 健康栄養学科 ................... ２名

（学）東筑紫学園 東筑紫短期大学
　　　専攻科（介護福祉専攻） ................. 16 名 

支援スケジュール
4月 ●�就職オリエンテーション/2年（就職支援内容・スタッフの紹介）

5月 ●�就職ガイダンス/2年（就職活動の進め方、自己分析方法・履歴書の作成について 等）
●�個人面談/2年（希望する業種の確認、求人票の提示、応募書類の作成、面接練習 等）

6月
●�卒業生の講演/2年（在学生に向けたアドバイス・社会人として働くうえで気を付けるべきこと 等）
●就職ガイダンス/2年（幼児教育・幼児保育関係団体と連携して開催）
●外来講師の講演/2年（幼児教育・幼児保育関係管理職者からの講演 等）

7月 ●�就職ガイダンス/1年（就職支援内容・スタッフの紹介、過年度の求人件数・就職状況について 等）
●外来講師の講演/2年（就職活動の進め方、自己分析方法・履歴書の作成について 等）

9月 ●�就職ガイダンス/2年（履歴書の作成・面接対策について 等）
●個人面談/2年（応募書類の作成・面接練習 等）

12月 ●�卒業生の講演/2年（在学生に向けたアドバイス・社会人として働くうえで気を付けるべきこと 等）
●外来講師の講演/2年（食物栄養学科在学生へ向けてのマナー講座）

1月
●�就職ガイダンス/1年（就職活動を終えた2年生から就職活動のスケジュールや対策方法、在学生

に向けたアドバイス・メッセージなど）
●業界・業種研究会 等/1年
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※略称表記について
（学）＝学校法人、（宗）＝宗教法人、（社福）＝社会福祉法人、（特社）＝特定社
会福祉法人、（医）＝医療法人、（医社）＝医療法人社団、（社医）＝社会医療法
人、（特医）＝特定医療法人、（公財）＝公益財団法人、（財法）＝財団法人、
（一財）＝一般財団法人、（一社）＝一般社団法人、（株）＝株式会社、
（有）＝有限会社

医療　
機関
・

一般
企業

（医）森和会 行橋中央病院、（特医）豊司会 新門司病院、（一社）福
岡県社会保険医療協会 社会保険直方病院、（公財）健和会、（社
福）いわき福祉会、（社福）恵和会 特別養護老人ホーム 宏和苑、

（学）水巻学園 幼保連携型認定こども園 水巻幼稚園、（財）鉄道
弘済会  戸畑保育所（わかば園）、（社福）浅沼福祉会 中殿こども
園、（社福）和泉会（認定こども園 コスモス・ときいろ 他）、（社福）カ
リタスの園 天使育児園、（社福）光法会 光法保育園、（社福）清風
会 香住ヶ丘保育園、（社福）どっか・すっか 東光保育園、（社福）宏
隆会 日豊保育園、（社福）清心会 山鹿保育所、（社福）与原保育園、

（株）ドラッグストアモリ、（株）総合人材センター 宮崎支店、（株）
ニューオータニ九州、（株）ファボリ スイーツショップファボリプリュ、

（株）フジデリカ 福岡工場、（有）銀のすぷーん、田川学校給食セン
ター、日清医療食品（株） 福岡支店、一冨士フードサービス （株）、
シダックス（株）、葉隠勇進（株）、富士産業（株）、（株）東洋食品、

（株）錦、（株）ユニット、スリーマウス（株） 済生会八幡総合病院事
業所、児童発達支援 放課後等デイサービス ユニプレkids、（地独） 
芦屋中央病院、（社医）池友会 福岡新水巻病院、（医）岩田整形外
科医院、（医）徹滋会 北﨑医院、（医）西尾脳神経外科、竹尾耳鼻咽
喉科医院、（医）ウェルメディ こくらみなみ眼科、（医）将和会 ケイズ
歯科、（株）武田メガネ、（株）スタッフサービス、国際興業（株）（国際
興業グループ）、平和技研（株）

進学
（学）東筑紫学園 九州栄養福祉大学 食物栄養学部 食物栄養学科、
（学）福原学園 九州女子大学 家政学部 栄養学科、（学）東亜大学
学園 東亜大学 医療学部 健康栄養学科

医療　
機関
・

一般
企業

（医）博愛会 介護老人保健施設 博愛苑、（社福）薫会 特別養護老
人ホーム北九州シティホーム、（社福）北九州あゆみの会、（社福）北
九州福祉会 介護老人保健施設 サングレース、（社福）宏隆会 特別
養護老人ホーム 舞ケ丘明静苑、（株）ウィズ 在宅介護支援住宅タ
イヘイの里、（株）健生 住宅型有料老人ホーム 悠笑庵、（社福）和
泉会 認定こども園ポランのひろば、（学）井上学園 西門司幼稚園、

（株）晴天 放課後等デイサービス 星の子

東筑紫短期大学
Higashichikushi Junior College



HIRAKU  28

九州栄養福祉大学

学生活動紹介

学科における社会貢献活動について
食物栄養学科では、昨年度開講された食環境地域連携演習をはじめ、教職課程やゼミ活動等における様々な学外活動を通

して北九州市や地域の生産者、企業等と連携して社会貢献活動を実施しております。主な取組についてご紹介いたします。

入学前セミナーを通した学生スタッフの成長
リハビリテーション学部では、入学予定の合格者を対象とした入学前セミナー（以下セミナー）を令和２年から行っています。セ

ミナーの開催目的は、大学での学びの動機付けと入学前の不安軽減です。教職員目線のセミナーではなく、実際に入学した学生
たちに自分が必要だったと感じる内容にすることに重きを置き例年１年生のスタッフで準備を進めています。

本セミナーを準備、運営していく中でスタッフが得るものは非常に多く、回を重ねるごとに（１月、３月に２回開催）参加者への関
わり方や伝え方、プログラム内容も改善されています。この成長実感を可視化するために、スタッフには初回にこのセミナー運営を
通して達成したいことなどを目標設定してもらい、終了後には【good, bad, next】のフレームワークでフィードバックを行います。
まさに、本学でいう行事教育であり学生スタッフの成長は大きなものがあり頼もしく
感じます。実は、最初の入学者向けの表向きの目的だけでなく、準備するスタッフ側の
裏の目的もあり、「セミナーを通してスタッフ自身が成長すること」をスタッフには初回
に伝えています。

様々な内容を検討準備する中で、チームワークやリーダーシップ、プレゼン力（伝え
る力）等を実践の中で気づき、学び、そしてまた実践するというサイクルが回っていま
す。このスタッフを経験した学生が、その後学友会執行部で活躍したり、別の行事で
リーダーシップを発揮する姿もみられ、学生の体験価値の大きさを実感しています。

これからも入学予定者の大学への円滑な接続と、スタッフの成長という二本柱を
大切に今後も更に高まっていく入学前教育の需要にスタッフと共に応えていきたいと
思います。 （学生部　室井）

●「トマトのおんがえしカレー」の取組
（福岡デザインアワード金賞受賞）

北九州市の生産者の毎年75トンの廃
棄用トマトを本学が｢トマトのおんがえし
カレー｣としてレシピ化し、企業等と連携
してレトルト化に成功し、販売に至って
います。売上は、子ども食堂へ支援して
います。

●北九州市旦過青空市場グランドオープン記念「手巻き寿司コンテスト」に参加！
学生が旦過市場の「ぬか炊き」などの名物食材を活用して試作を重ね、コンテストに参

加しました。旦過市場の活性化に貢献することができました。

●北九州市の給食応援団
として参画
「トマトのおんがえしカレー」
が北九州市の学校給食に採用
され、北九州市内の小・中学校
で提供されました。子どもたち
から「おいしかった」の声をたく
さんいただきました。

●市場みらい塾「子ども料理教室」の取組（子どもたちの夏休み期間中に開催）
毎年、北九州市の産業経済局と連携し、食物栄養学科の教職課程の学生が地域の小・

中学生を対象にプレゼンによる食育教室と学生考案のレシピで料理づくりに取り組んで
います。

他にも「トマトサブレ」（グッドデザイン賞を受賞）の開発や「サンタウォーク」の開催、北九州市の竹害を食で解決する「竹炭か
りんとう」の商品開発については、現在、地元企業とタイアップして取り組んでいるところです。

当日のアイスブレイクの様子
～実は学生スタッフの方が緊張しています（笑）～

学生スタッフ全員
～先輩の力も借りて無事成功！～

ワールドカフェの実践
～進行役もすべて自分たちで～
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東筑紫短期大学

学生活動紹介

地域と共に「こいのぼり交流会 ─ 春の探索 ─ 」
日時：令和7年5月1日（木）
場所：到津こいのぼりまつり　板櫃川にて

保育学科、こども教育学部の学生が、地域の小学校、幼稚園、保育所、
地元自治連合会、まちづくり協議会、社会福祉協議会の皆さんと一緒
にこいのぼり交流会を行いました。

保育学科生は「表現」、こども教育学部生は「領域のねらい」の授業
（いずれも木本節子教授が担当）として行われた本活動は、SDGs 時代
の活動実践のひとつでもあります。こいのぼりは、学生と地域のこど
もたちと協同で不要になった素材などを利用して手作りしました。《災
害にあわれた皆様の復興》と《こどもの成長》を祈願し、掲げられる
こいのぼりをみんなで見守り「童謡
こいのぼり」を合唱しました。

学生は会場までの下見を行い、安
全面への配慮やトイレ・災害時の避
難場所などの確認も行いました。

また、打合せ会や反省会、一週間
前には事前活動「はじめましての会」
で幼稚園や保育所の園児と交流する
など、５月１日の交流会に向けて、
見通しを持ちながら総合的活動の支
援を学ぶ大変貴重な体験となりまし
た。

「学校給食応援団　給食交流会」
─ 食物栄養学科の学生が考案した冬至献立「冬至の七福シチュー」を学校給食で提供 ─

日時：令和６年12月４日（水） 
場所：北九州市立中原小学校にて

この活動は、北九州市教育委員会と４大学との連携事業である「学校給
食応援団」として参加したものです。献立作成の想い等について児童に指
導することにより、効果的に食に関する指導につなげるとともに「生きた
教材」としての学校給食の教育的価値を高めることを目的としています。

栄養教諭免許状取得を目指す学生が、授業の合間や朝晩の時間を使って
プレゼン作成や練習を積み重ね、当日は賑やかな雰囲気の中で楽しく指導
することができました。

給食の時間も児童と一緒に食事をして楽しく交流をし
ました。児童からは「みその香りがふわっとしておいし
い！」「普通のシチューよりおいしい！」「体が温まりそう！」
など、多くの「おいしい！」の言葉が聞かれました。



8/26 ㈪

8/28 ㈬

8/27 ㈫

3/17 ㈪

3/19 ㈬

3/20 ㈭

3/18 ㈫

9/3 ㈫

9/5 ㈭

9/4 ㈬

3/21 ㈮

3/23 ㈰

3/24 ㈪

3/25 ㈫

同 日

3/22 ㈯

9/8 ㈰

9/9 ㈪

9/6 ㈮

9/7 ㈯

国際理解研修レポート　韓国・台湾（担当：竹並正宏）
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同 日

3/22 ㈯
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国際理解研修レポート　アメリカ・フィリピン（担当：梅﨑義雄）
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2019 Group Activeties
サークルレポート Group Activeties

【大学】
クラブサークル名称 活動日付 活　動

学友会執行部
（大学）

北区キャンパス
9月22日～

23日
九州地区大学体育協議会 
体育系学生リーダーズ・トレーニング

Smart Diet Club

5月13日 調理スキルアップ講座～洋菓子～
ブラウニー、フロランタン、フィナンシェ

5月23日 調理スキルアップ講座
北九州放課後児童クラブの夏休み弁当の試作

5月31日 井筒屋サステナマルシェ
トマトのおんがえしシリーズ紹介・販売

6月3日 調理スキルアップ講座
パスタと夏野菜あえ物作り

6月10日 調理スキルアップ講座
夏バテ防止！夏野菜献立

6月24日 調理スキルアップ講座
規格外トマトを活用しトマトソース作り

6月26日 (試作)タニタごはんコンテスト
郷土料理を使用し現代風にアレンジ

7月8日 調理スキルアップ講座
夏野菜をたっぷり使ったお弁当

10月12日 調理スキルアップ講座
ピザ、ロールキャベツ、もつ煮（各地の特色を学ぶ）

10月27日 北九州空港 空港祭り
トマトのおんがえしシリーズ紹介・販売

11月4日 JCOMアクション支援プロジェクト
竹炭の商品化の企画で全国1位に選出

11月9日 赤ちゃんのための食育講座（離乳食アドバイス）

11月30日 調理スキルアップ講座
スポーツ選手のたんぱく質補給食

12月9日 調理スキルアップ講座
3種類のピザとフォッカチオを調理

12月14日 サンタウォーク
到津動物園でイベントを行い1085人の参加！

12月22日 テーブルマナー講座
学外でテーブルマナーを学ぶ

1月17日 スキルアップ講座
ローストビーフ、アヒージョ作り

子ども食堂
サークル

6月24日 子ども食堂
子どもたちの遊び相手や見守り、配膳の手伝い10月21日

12月16日 子ども食堂
感謝状セレモニーに伴う調理補助など

12月23日 子ども食堂
子どもたちの遊び相手や見守り、配膳の手伝い

フットサル部 4月22日 練習会

美術部

4月1日 展覧会見学（JR九州ホール「名探偵コナン展」）

6月9日 展覧会見学「シャドーハウス展」

6月16日 展覧会見学「福岡市博物館常設展」

クラブサークル名称 活動日付 活　動

アウトドアサークル 11月16日～
17日 薪を使った野外調理体験

軟式野球部
（南区）

4月24日 メディカルリーグ（対・田原整形外科医院）

5月17日 メディカルリーグ（対・長村医院）

FCQ.A. サッカー部
（南区） 11月16日 北九州・下関地区大学体育大会　サッカー競技

バドミントン部
（南区）

5月25日

北九州市夏季ABCD級バドミントン大会　
D級ダブルス　ベスト16位

北九州市夏季ABCD級バドミントン大会
C級ダブルス　優勝

9月21日 北九州市秋季ABCD級バドミントン大会
B・D級ダブルス

豊作
（南区）

5月11日 萩病院春祭り（ボランティア）

7月14日 本から学ぶ　認知症の人と暮らす工夫
（ボランティア）　小倉南図書館

卓球同好会
（南区）

7月30日 令和6年度北九州市会長杯卓球大会

10月20日 北九州市民スポーツ卓球競技会

12月14日 北九州・下関地区大学体育大会　３位

45-m.
（南区）

4月6日 野球クラブチーム（苅田スラッガーズ）対象
フィジカルチェック・ストレッチ指導

8月10日 野球クラブチーム（苅田スラッガーズ）対象
データ測定

8月24日 PTagora!　ピッチイベントでの発表

9月19日 45ｍ研修会：小学生野球選手における傷害予防

9月29日 野球クラブチーム（苅田スラッカーズ）対象
ストレッチ指導

【短大】
クラブサークル名称 活動日付 活　動

学友会執行部
(短大）

9月22日～
23日

九州地区大学体育協議会 
体育系学生リーダーズ・トレーニング

卓球部

5月16日～
19日

第75回全九州学生春季卓球選手権大会
団体戦：１部リーグ６位

8月26日～
29日

第75回全九州学生秋季卓球選手権大会
団体戦：２部リーグ２位

10月27日 第74回九州地区大学体育大会
団体戦３位

11月8日～
9日

第41回全九州学生新人卓球選手権大会
シングルス：１勝１敗

ボランティア部
（短大）

8月31日 尾倉幼稚園夏まつり

9月5日 中井子育て相談（乳幼児の身体測定及び育児相談）

9月28日 東筑紫短期大学附属幼稚園後援会バザー

11月9日 そよ風まつり（文化祭）　到津市民センター

12月15日 あおば幼稚園おゆうぎ会

1月11日 子ども講座　集団遊び　泉台市民センター

※活動報告書提出分を記載
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令和6年度 研究紀要

　　九州栄養福祉大学 第21号
 ● セラピスト養成大学における基幹教育の授業設計のあり方について .......................................................... 石橋　敏郎

 ● 肩腱板断裂術後における肩外転装具装着下の安全な運動方法の探索
　　～ 筋骨格シミュレーションモデルを用いたアプローチ ～ ...................... 長野　友彦・河上　淳一・時任　真幸・大峯　三郎 

 ● 理学療法学科１年生および３年生のライフスキルの特徴 ............................................................................. 鈴木　雄太 

 ● 障害のある子どものためのおもちゃ操作に対する実践的アイデアとサポート ........................................... 佐野　幹剛 

 ● 乳児の粗大運動発達過程をベースにした発達支援のポイント ..................................................................... 佐野　幹剛 

 ● 生活行為向上マネジメントに基づく臨床実習の学修効果
　　～ MAXQDAを用いた質的分析 ～ ................................................................................................ 青山　克実・四元　孝道 

 ● ＡＩ時代における福祉のまちづくりについての一考察  ～ 環境に優しい未来のトイレとは ～ .................... 竹並　正宏 

 ● 花のシンボリズムと個性化の過程に関する一考察  ─ 藤井風の『花』について ─ .......................................... 松本　明夫

 ● 総説　�オセルタミビル（タミフル）によるマウスの異常行動に関するアデノシン受容体 
および脳内プロスタグランジンの相互関係

　　─ タミフルの代謝物（OCB）とPGE2 の相互作用を中心に ─ 
.........................................................  内山　秀盛・戸田　晶久・渡辺　繁紀・大光　正男・古賀　貴之・副田二三夫 

 ● 英語でコミュニケーション  ─ 英語の音作りからリスニングスキル向上へ② ─ ............................................. 梅﨑　義雄

　　東筑紫短期大学 第55号
 ● 「主体的・対話的で深い学び」を実現する算数科授業........................................................................................ 前川　公一

 ● 幼小接続についてアクティブな学びの授業について ～ 器械運動（跳び箱）を使った運動指導 ～ .................. 原本　賢一

 ● 幼児における短期的な投動作運動プログラムの比較 
　　─ 保育者が実践できる運動プログラムの開発を目指して ─ ...................................... 大橋　祐介・金子　勝司・佐近　慎平

 ● 保育職の研究（その16）　本学の特色ある教育課程を求めて 
　　─ 地域と共に……ＳＤＧｓ「こいのぼり交流会」実践記録の考察 ─ ................................................................. 木本　節子

 ● 保育学科生の教育実習（学外）に対する意識について .................................................................................... 小島久須美

 ● 地域とつながる子育て支援 
　　─ 認定こども園東筑紫短期大学附属幼稚園　地域子育て支援事業からの考察 ─ ............................................ 本田恵美子

 ● 小学校における子どもの遊びに着目した題材開発と実践 ................................................................................  都留　守

 ● 教育職の研究（その3）　幼小接続におけるアーティキュレーションに関する一考察 
　　─ 保育内容「環境」と「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」との関係性に焦点をあてて ─ ........................... 武田　祐子

 ● 底の尖った縄文土器とアニミズム文化の関係性 ............................................................................................ 和辻　智郎

 ● 児童の自発的，自治的活動の促進を阻害する特別活動研究の課題 
　　学級会の研究構想や指導案の分析から ............................................................................................................. 脇田　哲郎

 ● 医療的ケアを必要とする児童の支援に関する一考察 
　　─ 保育士と介護福祉士の両資格を有する専門職の意義 ─ ............................................................................... 田中　文佳

 ● 協同学習を基にした「認知症の理解」のルーブリック作成 
　　～ 介護福祉士養成1年課程の課題に着眼して ～ ............................................................................................. 伊藤　元子
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2024

令和6年度  北九州市との連携事業

九州栄養福祉大学・東筑紫短期大学のキャンパスで学ぶ
北九州市立年長者研修大学校周望学舎シニアカレッジ

開講式
オリエンテーション

一緒に作って食べて学ぼう！～身体に優しいスイーツ～

中野　眞弓

【復活】よさこい！シニアライフ！！～「脳トレ」も一緒に～

深町 晃次・ 久保　拓哉

食べるための進化と多様性
～顎の獲得、歯の起原と進化、肉食・草食・雑食・乳食の仕組み～

田畑　純

遊びを通して一緒に楽しく学びましょう！
～主体的でより深い学び～

原本　賢一

認知症の種類・症状とその対応
～自宅でできる簡単な運動で認知症を予防しましょう～

伊藤　元子

元気に長生きするために 14
～歌と踊りと古典浪曲で楽しく学ぶ『長寿節』～

室井　廣一

乳児院で生活する子どもと
その家族への支援

井田　智美

健康づくりのための身体活動

松﨑　英章

学生と楽しく取り組む健康づくり

廣滋　恵一

口腔の健康と栄養

青佐　泰志

レクリエーションで
心と身体を動かそう！

大橋　祐介

酵母はパン生地の何を使って発酵しているのか

和辻　智郎

閉講式

１限 2限

受講者の声受講者の声

2017（平成29）年4月22日に開館した両記念館には、これまで、医療・福
祉・行政関係者、卒業生、地域住民の皆様など、たくさんのご来館をいただき
ました。また、地域の市民センターと共同し、健康づくり教室の開催も５年目
を迎えました。ぜひ、お誘いあわせのうえ見学にお越しください。

日本リハビリテーション発祥地記念館 見学のご案内日日日日本本本本本本本本リリハビビビリリリテ ション発発発発発発発発祥祥祥祥祥祥祥地地地地記記記記記記記記念念念念念館館館館館館館館
九州リハビリテーション大学校記念館

来館日 来館者名 人数

1月10日 地域健康づくり教室の開催③ 15

1月25日 旧九州リハビリテーション大学校卒業生 2

2月16日 北九州市地域リハビリテーション推進課リハ専門職
北九州市立大学大学院マネジメント研究科院生 14

2月17日 地域健康づくり教室の開催④ 13

2月22日 北九州市健康推進課職員、他 14

2月26日 旧九州リハビリテーション大学校卒業生（8期生） 1

2月28日 日本理学療法士協会理事 1

3月9日 旧九州リハビリテーション大学校卒業生ご夫婦 2

3月11日 九州工業大学　産学イノベーションセンター 1

3月16日 地域健康づくり教室の開催⑤ 15

3月23日 オープンキャンパス参加者 55

3月29日 （株）RAID　社員 1

4月1日 北九州市福祉事業団　職員 3

4月13日 旧九州リハビリテーション大学校卒業生（16期生） 19

4月17日 旧九州リハビリテーション大学校卒業生（9期生） 2

5月18日 第１回オープンキャンパス参加者 44

5月23日 旧九州リハビリテーション大学校卒業生（31期生） 1

6月4日 新小文字病院リハビリテーションスタッフ・他 28

6月11日 下関リハビリテーション病院リハスタッフ・他 24

6月13日 新小文字病院リハビリテーションスタッフ・他 28

6月24日 北九州リハビリテーション学院学生 19

6月26日 号外  NET  北九州市小倉南区  記者 1

7月3日 麻生リハビリテーション大学校　作業療法学科学生 38

来館日 来館者名 人数

7月12日 旧九州リハビリテーション大学校卒業生（27期生） 2

7月16日 高圧治療タンク技術者 3

7月23日 北九州市シニアネットワーク　穴生学舎 37

7月28日 福岡県作業療法協会MTDLP基礎研修参加者 25

7月29日 旧九州リハビリテーション大学校卒業生（19期生） 1

8月4日 九州栄養福祉大学卒業生（8期生）
放課後デイサービスことりのいえあさかわ 16

8月24日 臼杵医師会立コスモス病院
旧九州リハ大卒業生26期生 1

8月27日 九州栄養福祉大学卒業生（5期生） 2

9月1日 東筑紫短期大学筑紫会研修会 59

9月2日 一般市民 1

9月6日
馬場記念病院　九州栄養福祉大学卒業生（10期生）
T M G
専門学校九州リハビリテーション大学校卒業生３期生

4

9月11日 社会福祉法人  まどか  事務局長・理事 2

9月20日 福岡長尾病院
専門学校九州リハ大卒業生第１・３期 2

9月26日
薬園台リハビリテーション病院　
周望学舎　健康管理コース受講者
株式会社シーユーシー

34

9月28日 博愛病院　
九州リハビリテーション大学校卒業生24期生 1

10月5日 地域健康づくり教室の開催① 13

10月10日 一般市民 1

10月13日 旧九州リハビリテーション大学校卒業生20期生 1

来館日 来館者名 人数

10月16日 専門学校九州リハビリテーション大学校
卒業生３期生 1

10月19日 地域健康づくり教室の開催② 20

10月22日 九州医療スポーツ専門学校　教員 1

10月23日 福祉用具プラザ職員 1

10月26日 旧九州リハビリテーション大学校卒業生28期生 8

10月28日 作業療法学科認証評価委員 2

10月31日 大原病院　九州栄養福祉大学卒業生 8期生 1

11月2日 旧九州リハビリテーション大学校卒業生18期生 4

11月7日 薬園台リハビリテーション病院 1

11月16日 地域健康づくり教室の開催③ 18

11月19日 旧九州リハビリテーション大学校卒業生
（29・36期生）　 2

11月26日 周望学舎　健康づくりサポーターコース受講者 29

11月28日 穴生学舎　健康管理コース受講者 36

11月29日 周望学舎　心と身体の健康コース受講者 31

12月2日 旧九州リハビリテーション大学校卒業生 9期生 11

12月13日
旧九州リハビリテーション大学校卒業生20期生
名古屋大学医学部健康学科教授
医歯薬出版株式会社

3

12月14日 地域健康づくり教室の開催④ 18

12月24日 ふらて会ケン・インターナショナル（株）
サクシード 2

12月26日 旧九州リハビリテーション大学校卒業生3期生 1

〈令和６年記念館来館者〉

北九州市事業『北九州市民カレッジ』
市民の多様な学習ニーズに対応した生涯学習機会を提
供し、自己実現の促進および『循環型生涯学習社会』を
担う人材の育成をはかります。

●令和６年度後期
【大学連携リレー講座：大学の魅力！地域に発信！】
全６回講座の内、第１回目を九州栄養福祉大学
佐野幹剛教授が講師として担当しました。

講　師：九州栄養福祉大学 リハビリテーション学部作業療法学科　佐野幹剛 教授・農園長
テーマ：『九州栄養大学の持続可能な循環型農園実習の取り組み』

内　容：（市民カレッジ講座案内より抜粋）
「九州栄養福祉大学リハビリテーション学部で開講されている「食と農園」を紹介しながら、新入生が１年を通して畑作りから
収穫、収穫後の活用まで循環型農園実習を体験するとともに、本学の建学の精神のもと実施している農園での行事教育について
触れながら、栄養とは何か、リハビリとは何かを検討する。」

様々な講座が設けられる中、本学では毎年【大学連携リレー講座】に
講師を派遣しています。
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～自宅でできる簡単な運動で認知症を予防しましょう～
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その家族への支援
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学生と楽しく取り組む健康づくり

廣滋　恵一

口腔の健康と栄養

青佐　泰志

レクリエーションで
心と身体を動かそう！

大橋　祐介

酵母はパン生地の何を使って発酵しているのか

和辻　智郎

閉講式

１限 2限

受講者の声受講者の声

2017（平成29）年4月22日に開館した両記念館には、これまで、医療・福
祉・行政関係者、卒業生、地域住民の皆様など、たくさんのご来館をいただき
ました。また、地域の市民センターと共同し、健康づくり教室の開催も５年目
を迎えました。ぜひ、お誘いあわせのうえ見学にお越しください。

日本リハビリテーション発祥地記念館 見学のご案内日日日日本本本本本本本本リリハビビビリリリテ ション発発発発発発発発祥祥祥祥祥祥祥地地地地記記記記記記記記念念念念念館館館館館館館館
九州リハビリテーション大学校記念館

来館日 来館者名 人数

1月10日 地域健康づくり教室の開催③ 15

1月25日 旧九州リハビリテーション大学校卒業生 2

2月16日 北九州市地域リハビリテーション推進課リハ専門職
北九州市立大学大学院マネジメント研究科院生 14

2月17日 地域健康づくり教室の開催④ 13

2月22日 北九州市健康推進課職員、他 14

2月26日 旧九州リハビリテーション大学校卒業生（8期生） 1

2月28日 日本理学療法士協会理事 1

3月9日 旧九州リハビリテーション大学校卒業生ご夫婦 2

3月11日 九州工業大学　産学イノベーションセンター 1

3月16日 地域健康づくり教室の開催⑤ 15

3月23日 オープンキャンパス参加者 55

3月29日 （株）RAID　社員 1

4月1日 北九州市福祉事業団　職員 3

4月13日 旧九州リハビリテーション大学校卒業生（16期生） 19

4月17日 旧九州リハビリテーション大学校卒業生（9期生） 2

5月18日 第１回オープンキャンパス参加者 44

5月23日 旧九州リハビリテーション大学校卒業生（31期生） 1

6月4日 新小文字病院リハビリテーションスタッフ・他 28

6月11日 下関リハビリテーション病院リハスタッフ・他 24

6月13日 新小文字病院リハビリテーションスタッフ・他 28

6月24日 北九州リハビリテーション学院学生 19

6月26日 号外  NET  北九州市小倉南区  記者 1

7月3日 麻生リハビリテーション大学校　作業療法学科学生 38

来館日 来館者名 人数

7月12日 旧九州リハビリテーション大学校卒業生（27期生） 2

7月16日 高圧治療タンク技術者 3

7月23日 北九州市シニアネットワーク　穴生学舎 37

7月28日 福岡県作業療法協会MTDLP基礎研修参加者 25

7月29日 旧九州リハビリテーション大学校卒業生（19期生） 1

8月4日 九州栄養福祉大学卒業生（8期生）
放課後デイサービスことりのいえあさかわ 16

8月24日 臼杵医師会立コスモス病院
旧九州リハ大卒業生26期生 1

8月27日 九州栄養福祉大学卒業生（5期生） 2

9月1日 東筑紫短期大学筑紫会研修会 59

9月2日 一般市民 1

9月6日
馬場記念病院　九州栄養福祉大学卒業生（10期生）
T M G
専門学校九州リハビリテーション大学校卒業生３期生

4

9月11日 社会福祉法人  まどか  事務局長・理事 2

9月20日 福岡長尾病院
専門学校九州リハ大卒業生第１・３期 2

9月26日
薬園台リハビリテーション病院　
周望学舎　健康管理コース受講者
株式会社シーユーシー

34

9月28日 博愛病院　
九州リハビリテーション大学校卒業生24期生 1

10月5日 地域健康づくり教室の開催① 13

10月10日 一般市民 1

10月13日 旧九州リハビリテーション大学校卒業生20期生 1

来館日 来館者名 人数

10月16日 専門学校九州リハビリテーション大学校
卒業生３期生 1

10月19日 地域健康づくり教室の開催② 20

10月22日 九州医療スポーツ専門学校　教員 1

10月23日 福祉用具プラザ職員 1

10月26日 旧九州リハビリテーション大学校卒業生28期生 8

10月28日 作業療法学科認証評価委員 2

10月31日 大原病院　九州栄養福祉大学卒業生 8期生 1

11月2日 旧九州リハビリテーション大学校卒業生18期生 4

11月7日 薬園台リハビリテーション病院 1

11月16日 地域健康づくり教室の開催③ 18

11月19日 旧九州リハビリテーション大学校卒業生
（29・36期生）　 2

11月26日 周望学舎　健康づくりサポーターコース受講者 29

11月28日 穴生学舎　健康管理コース受講者 36

11月29日 周望学舎　心と身体の健康コース受講者 31

12月2日 旧九州リハビリテーション大学校卒業生 9期生 11

12月13日
旧九州リハビリテーション大学校卒業生20期生
名古屋大学医学部健康学科教授
医歯薬出版株式会社

3

12月14日 地域健康づくり教室の開催④ 18

12月24日 ふらて会ケン・インターナショナル（株）
サクシード 2

12月26日 旧九州リハビリテーション大学校卒業生3期生 1

〈令和６年記念館来館者〉

北九州市事業『北九州市民カレッジ』
市民の多様な学習ニーズに対応した生涯学習機会を提
供し、自己実現の促進および『循環型生涯学習社会』を
担う人材の育成をはかります。

●令和６年度後期
【大学連携リレー講座：大学の魅力！地域に発信！】
全６回講座の内、第１回目を九州栄養福祉大学
佐野幹剛教授が講師として担当しました。

講　師：九州栄養福祉大学 リハビリテーション学部作業療法学科　佐野幹剛 教授・農園長
テーマ：『九州栄養大学の持続可能な循環型農園実習の取り組み』

内　容：（市民カレッジ講座案内より抜粋）
「九州栄養福祉大学リハビリテーション学部で開講されている「食と農園」を紹介しながら、新入生が１年を通して畑作りから
収穫、収穫後の活用まで循環型農園実習を体験するとともに、本学の建学の精神のもと実施している農園での行事教育について
触れながら、栄養とは何か、リハビリとは何かを検討する。」

様々な講座が設けられる中、本学では毎年【大学連携リレー講座】に
講師を派遣しています。

35  HIRAKU
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